
9
世 帯 数 ２万 4,818 （＋ 15）
人　 口 ５万 5,793 （− １）
男 ２万 6,078 （− ２）
女 ２万 9,715 （＋ １）

出　 生 51
死　 亡 64
転　 入 120
転　 出 105

（８月１日現在 : 住民基本台帳）

（　）内は前月比
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夏
祭
り
い
ず
み
鶴
翔
祭（
７
月
28
日
撮
影
）

｢

夜
空
に
咲
い
た
大
輪
の
華
」

主な内容



　
２
０
１
１
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
で
は
、
大
量
の
放
射
性

物
質
の
漏
え
い
に
よ
り
重
大
な
原
子
力

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
２
０
１
２
年
10
月
に
原
子
力
規
制
委

員
会
が
原
子
力
災
害
対
策
指
針
を
見
直

し
、
原
子
力
発
電
所
か
ら
お
お
む
ね
30

㌔
圏
内
が
緊
急
時
防
護
措
置
準
備
区
域

（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
薩

摩
川
内
市
に
あ
る
九
州
電
力
川
内
原
子

力
発
電
所
か
ら
の
30
㌔
圏
内
に
、
本
市

の
約
半
分
が
入
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の

生
命
、
身
体
、
財
産
を
保
護
す
る
こ
と

を
目
的
に
市
が
行
う
原
子
力
防
災
対
策

の
基
本
的
な
事
項
を
定
め
た
原
子
力
災

害
対
策
編
を
新
た
に
出
水
市
地
域
防
災

計
画
の
中
に
組
み
入
れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
万
が
一
、
原
子
力
発

電
所
事
故
が
発
生
し
た
と
き
に
、
川
内

原
子
力
発
電
所
か
ら
お
お
む
ね
30
㌔
圏

内
に
住
ん
で
い
る
市
民
（
約
２
万
２
千

人
）
を
、
県
内
お
よ
び
県
外
を
含
め
た

30
㌔
圏
外
の
避
難
先
に
避
難
さ
せ
る
こ

と
な
ど
の
緊
急
事
態
の
応
急
対
策
や
原

子
力
災
害
が
発
生
す
る
前
に
行
う
事
前

対
策
等
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
原
子
力
災
害
対
策
編
は
、
原
子

力
災
害
対
策
指
針
等
の
改
正
に
基
づ
き

逐
次
見
直
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

出
水
市
地
域
防
災
計
画
原
子
力
災
害
対
策
編
を
策
定

現
在
、
避
難
計
画
に
つ
い
て
は
避
難
先
の
自
治
体
と
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
協
議
が
整
い
次
第
、
詳
細
な
避
難
計
画
を
作
成
す
る
予
定
で
す
。

地域防災計画原子力災害対策編の構成

原子力災害対策重点区域：緊急時防護措置準備区域（ＵＰＺ）

第１章【総則】

　計画の目的、定義、災害の想定、原子力災害対策重点区域等について定めています。

第２章【防災体制】

　災害応急対策における対応基準や防災活動体制について定めています。

第３章【原子力災害事前対策】

　原子力災害対策に係る予防体制の整備や事前対策を中心に定めています。

　〔主な項目〕

　①情報の収集・連絡体制等の整備　　　　　　　　　②避難収容活動体制の整備

　③救助・救急、医療、消火及び防護資機材等の整備　④住民等への的確な情報伝達体制の整備

　⑤原子力防災等に関する住民等に対する知識の普及啓発及び情報発信

　⑥防災業務関係者の人材育成　　　　　　　　　　　⑦防災訓練等の実施

第４章【緊急事態応急対策】

　九州電力から異常時における連絡等の通報があった場合の対応、原子力緊急事態宣言が発出さ

れた場合の緊急事態応急対策を中心に定めています。

第５章【複合災害時対策】

　複合災害時において原子力災害に係る防護対策の実施に支障が生ずることがないよう留意して

取り組むべきことを定めています。

第６章【原子力災害中長期対策】

　原子力緊急事態解除宣言が発出された場合の原子力災害事後対策を中心に定めています。

　〔主な項目〕

　①風評被害等の影響の軽減　　　　　　　　　　　　②心身の健康相談体制の整備

地　域 区域内地区（自治会等）

出　水 定之段、君名川、宇都野々、小原上、小原下

西出水
小木場、平岩、丸塚、栗毛野、江川野、清水、上中、下中、上屋、野添、政所、花立東、

花立西、上大野原、下大野原、西大野原、東大野原、鶴見、上屋団地

荘 荘上、荘下、荒崎

高尾野

上の原、上り立、太鼓橋、千間山、松ケ野、大久保、御岳、野平、浦、昭興、本

町、大野原、鶴寿会たかおの、東町、町、中里、麓、麓団地、萩の尾、大和、柴

引、柴引団地、野添上、野添下、砂原、中屋敷、本城、内野々下、内野々上、石

坂、表上、下高尾野上、下高尾野下、唐笠木、昭和、鶴里、松ノ元、上水流、ウッ

ドタウン、星原、西水流

江　内
旧番所、荒崎、冷筋、上冷筋、段、南方、木牟礼、木串、連尺野、小島、西下り松、

東下り松、浦窪、上浦窪

野　田

尾毛無、上特手、越地、川平、久木野、大久、大丸、受口、下特手、涼松、籠土山、

青木原、野角、天神、大日、地蔵、仮屋、加治屋町、別府、町、春町、西通、仲町、

岩元、本町、八幡、上田多園、田多園、瀬戸、中郡、屋地、旭、上餅井、下餅井、

女子高白梅寮、野田の郷

　　　　　　　※ 30 ㌔圏内に、全部または一部が入る自治会は、ＵＰＺに含まれます。　
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体制区分 市の体制の設置基準 市の対応 県の対応 国の対応

警戒本部
体制

・九州電力からの異常
時における連絡

・県の環境放射線モニ
タリングにより異常
値を検知

災害警戒
本部

災害警戒
本部

—

対策本部
体制

・警戒事象の発生通報 災害対策
本部
（現地災害
対策本部）

災害対策
本部
（現地災害
対策本部）

国事故現地
警戒本部

・特定事象の発生通報 国事故現地
対策本部

・県の環境放射線モニ
タリングにより異常
値を検知

緊急時
体制

・内閣総理大臣が原子
力緊急事態宣言を発
出

国現地本部

※鹿児島県作成「原子力防災のしおり」より 

ＵＰＺ（緊急時防護措置準備区域）                                  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

：２０ｋｍ圏内 

：３０ｋｍ圏内 

原子力災害事前対策

緊急事態応急対策 災害応急対策における対応基準

屋内退避の指示が出たら

【住民等への的確な情報伝達体制】

　市は住民等に提供すべき情報について災

害対応の段階や場所等に応じた分りやすく

正確で具体的な内容を整備しておきます。

【避難収容活動体制の整備】

　原子力災害対策指針に基づき、段階的な

避難やＯＩＬに基づく防護措置を実施する

までの間は、屋内退避を行うことを原則と

します。

　※ＯＩＬとは

　緊急時モニタリングによる測定結果に

基づき防護措置の実施を判断する基準

【住民等に対する広報活動】

　市は国、県及び原子力事業者と協力して、

住民等に対し原子力防災に関する知識の普

及啓発のため広報活動を実施します。

【屋内退避、避難収容等の防護活動】

１　市はＰＡＺ（予防的防護措置準備区域：

５ｋｍ圏内）圏内の予防的防護措置（避難）

の実施に合わせ、国の指示、または独自の

判断により原則としてＵＰＺ圏内における

予防的防護措置（屋内退避）を行います。

２　ＯＩＬの値を超え、または超えるおそれ

があると認められる場合は、住民等に対す

る屋内退避、避難のための立ち退きの勧告

または指示の連絡、確認等必要な緊急事態

応急対策を実施します。

３　ＵＰＺ圏外の住民等に係る防護措置につ

いては、基本的にＵＰＺ圏内の住民等に係

る基準に照らして、国の指示により実施し

ます。

４　避難の際は、原則自家用車を利用するも

のとし、自家用車による避難が困難な住民

については、近所の方との乗り合いまたは

集合場所に参集し、市等の準備した車両に

より避難を行います。

５　避難に当たっては、自力で避難すること

が困難な傷病者、入院患者、高齢者、障害

者、外国人、乳幼児、妊産婦等の災害時要

援護者等に十分配慮します。

出水市地域防災計画原子力災害対策編の詳細

は出水市ホームページでご覧になれます。

　問い合わせ先

　　総務課安全安心推進室

　　（☎62－0203）（☎62－0163）

現地事故対策連絡会議の開催

（オフサイトセンター）

原子力災害合同対策協議会の開催

機能グループへの参画（オフサイトセンター）
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「公の施設」指定管理者を募集
　
市
で
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
お
よ
び
効
率
的
な
施
設
運
営
を

目
的
と
し
て
、
公
の
施
設
の
管
理
運
営
を
民
間
事
業
者
な
ど
の
法
人

等
に
行
っ
て
い
た
だ
く
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
本
年
度
末
で
指
定
期
間
が
満
了
す
る
左
記
施
設
に
つ
い

て
、
指
定
管
理
者
を
希
望
す
る
法
人
等
を
募
集
し
ま
す
。

　募集要項の配布　９月２日（月）に市ホームページへ掲載しますので、そちらか
　　　　　　　　　らダウンロードしてください。
　募集の期間　９月２日（月）から同30日（月）まで
　応募資格　募集要項の資格要件を満たす法人または団体
　※その他現地説明会の日程等、詳細につきましては、市ホームページをご覧にな
　　るか各所管課へお問い合わせください。

施設名 指定期間（予定） 所管課（連絡先）

出水地域社会体育施設等
（総合体育館ほか 12 施設）

５年間
(平成 26 年度～同 30 年度 ) 市民スポーツ課

（☎ 63-2154）
市民プール ５年間

(平成 26 年度～同 30 年度 )

高尾野地域社会体育施設等
（高尾野体育館ほか 12 施設）

５年間
(平成 26 年度～同 30 年度 )

高尾野教育支所
生涯学習室
（☎ 82-5463）

野田地域社会体育施設等
（野田体育館ほか５施設）

５年間
（平成 26 年度～同 30 年度）

野田教育支所
生涯学習室
（☎ 84-2026）

図書館・資料館
（中央図書館ほか５施設）

３年間
（平成 26 年度～同 28 年度）

読書推進課
（☎ 63-4121）

働く婦人の家
５年間
(平成 26 年度～同 30 年度 )

商工労政課
（☎ 63-4800）

公開武家屋敷
「竹添邸」「税所邸」

５年間
(平成 26 年度～同 30 年度 )

観光交流課
（☎ 63-4061）

台
風
に
備
え
て

　
太
平
洋
や
南
シ
ナ
海
に
発
生
す

る
熱
帯
低
気
圧
の
う
ち
、
中
心
付

近
の
最
大
風
速
が
毎
秒
17
・
２

メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
を
「
台

風
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
台
風
の
風
は
、
中
心
に
向
か
っ

て
反
時
計
回
り
に
吹
き
込
む
た
め

台
風
の
進
行
方
向
に
向
か
っ
て
左

半
円
部
分
よ
り
右
半
円
部
分
の
方

が
危
険
度
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
本
市
で
は
太
平
洋
側
を
北
上
す

る
よ
り
も
東
シ
ナ
海
側
を
北
上
す

る
台
風
の
方
が
危
険
度
が
高
く
な

り
ま
す
。

　
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
台

風
に
備
え
る
心
構
え
を
再
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

防
災
・
災
害
情
報
メ
ー
ル
マ
ガ

　
ジ
ン
の
登
録
を
し
ま
せ
ん
か
？

　
市
で
は
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

登
録
さ
れ
て
い
る
方
に
対
し
、
台

風
や
大
雨
等
の
気
象
情
報
や
防
災

情
報
、
行
方
不
明
者
情
報
等
を
配

信
し
て
い
ま
す
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、「
防

災
情
報
」
→
「
防
災
・
災
害
情
報

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
」
へ
と
進
み
、

「
出
水
市
防
災
・
災
害
情
報
」
で

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
ご
登
録
く
だ

さ
い
。
登
録
後
、
確
認
用
の
メ
ー

ル
が
届
き
ま
す
。
確
認
用
の
メ
ー

ル
が
届
か
な
い
場
合
は
、
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
再
度
ご
確
認
の
上
、

あ
ら
た
め
て
登
録
の
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

大
雨
、
洪
水
警
報
発
表
時
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
画
面
例

台風時の停電情報をチェック！
　台風による停電時には、電話がつながりにくくなることがあります。台風等非常災害時の停電情報は、
　九州電力株式会社のホームページ（パソコンからは http://www.kyuden.co.jp、携帯電話からは http://
kyuden.jp) で確認することができます。

◆
窓
、
雨
戸
、
側
溝
、
排
水
口
の
状
態

　
等
を
確
認

◆
ア
ン
テ
ナ
、
庭
木
、
塀
な
ど
を
補
強

◆
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
物
を
固
定
・
格
納

◆
避
難
所
へ
の
経
路
確
認

◆
停
電
・
断
水
へ
の
備
え

●
台
風
・
気
象
情
報
に
注
意

●
非
常
持
出
品
の
点
検

●
避
難
の
準
備
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２
０
１
３
年
４
月
か
ら
消
化
器
内

科
に
着
任
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
岩
下

祐
司
と
申
し
ま
す
。

　
昨
年
度
ま
で
は
奄
美
大
島
の
県
立

大
島
病
院
で
勤
務
し
て
お
り
、
奄
美

群
島
の
中
核
病
院
と
し
て
消
化
器
領

域
の
診
療
全
般
、
内
視
鏡
検
査
・
治

療
を
担
っ
て
お
り
ま
し
た
。
出
水
に

お
き
ま
し
て
も
、
質
の
高
い
医
療
を

提
供
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
ご
存
知
か
と
は
思
い
ま
す

が
、
当
院
へ
は
２
０
１
２
年
４
月
よ

り
嵜
山
敏
男
副
院
長
を
は
じ
め
と
す
る
４

人
の
消
化
器
内
科
医
が
赴
任
す
る
こ
と
で

診
療
体
制
の
増
強
が
な
さ
れ
、
消
化
器
領

域
の
診
断
、
治
療
の
充
実
が
図
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
２
０
１
３
年
４
月
か
ら
は
嵜
山

副
院
長
以
外
の
消
化
器
内
科
医
３
人
が
交

代
と
な
り
、
新
た
に
私
を
含
め
た
３
人
の

消
化
器
内
科
医
が
赴
任
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
出
水
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
消
化
器
内
科
で
の
診
療
内
容
、

特
に
内
視
鏡
的
治
療
に
つ
い
て
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

　
近
年
、
治
療
対
象
の
患
者
さ
ま
の
高
齢

化
が
背
景
と
な
り
、
低
侵
襲
の
治
療
法
が

必
要
と
さ
れ
て
き
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
各
種
の
内
視

鏡
的
治
療
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
胆
道
す
い
領
域
で
は
、
結
石
や
腫
瘍
な

ど
を
原
因
と
す
る
閉
塞
性
黄
疸
や
胆
管
炎

等
に
対
し
、
内
視
鏡
的
逆
行
性
胆
道
す
い

管
造
影
（
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
）
を
行
い
、
結
石
排

石
術
や
ド
レ
ナ
ー
ジ
術
、
ス
テ
ン
ト
留
置

術
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年

度
１
年
間
の
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
の
件
数
は
56
件
で

し
た
が
、
今
年
度
は
４
～
６
月
の
３
カ
月

間
で
既
に
26
件
行
っ
て
お
り
、
着
実
に
増

え
て
き
て
お
り
ま
す
。
患
者
さ
ま
を
ご
紹

介
く
だ
さ
る
地
域
の
諸
先
生
方
の
ご
高
配

の
賜
物
で
あ
り
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

　
ま
た
、
消
化
管
領
域
で
は
、
早
期
胃
が

ん
や
食
道
表
在
が
ん
に
対
す
る
内
視
鏡
的

粘
膜
下
層
剥
離
術
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
も
積
極
的

に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
は
、
従

来
の
内
視
鏡
的
粘
膜
切
除
術
（
Ｅ
Ｍ
Ｒ
）

で
取
り
き
れ
な
い
よ
う
な
病
変
を
一
括
切

除
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
１
９
９
０

年
代
後
半
よ
り
開
発
さ
れ
、
２
０
０
４
年

に
Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
命
名
さ
れ
確
立
さ
れ
た
治
療

法
で
す
。
胃
Ｅ
Ｓ
Ｄ
が
２
０
０
６
年
に
保

険
収
載
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
飛
躍
的
に
普

及
し
て
き
て
い
ま
す
。こ
の
方
法
に
よ
り
、

従
来
で
は
し
っ
か
り
取
り
き
れ
な
か
っ
た

病
変
を
一
括
で
切
除
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
比
較
的
難
易
度
の

高
い
治
療
手
技
で
あ
る
こ
と
が
問
題
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
内
視
鏡
的
切
除
で
治
療

が
完
遂
で
き
る
と
期
待
さ
れ
る
病
変
を
対

象
と
す
る
治
療
法
で
あ
り
ま
す
の
で
、
治

療
に
際
し
て
は
術
前
に
厳
密
な
診
断
を
行

い
、
リ
ン
パ
節
を
は
じ
め
と
す
る
消
化
管

外
転
移
の
リ
ス
ク
を
し
っ
か
り
と
評
価
し

た
う
え
で
治
療
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
当
院
で
の
昨
年
度
の
治
療
件
数
は
22

件
で
し
た
が
、
今
年
度
３
カ
月
間
で
は
今

の
と
こ
ろ
４
件
に
留
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

治
療
適
応
の
患
者
さ
ま
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
是
非
ご
紹
介
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
な
お
、
大
腸
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
関
し
て
は
合

併
症
率
の
高
さ
か
ら
昨
年
３
月
ま
で
は
高

度
先
進
医
療
と
し
て
、
施
設
を
限
定
し
て

認
め
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
昨
年
４
月
よ

り
保
険
収
載
さ
れ
た
も
の
の
、
充
分
に
習

練
を
積
ん
だ
施
設
で
の
み
施
行
が
認
め
ら

れ
て
い
る
現
状
で
あ
り
、
当
院
に
お
い
て

は
現
時
点
で
は
施
設
登
録
が
で
き
て
お
り

ま
せ
ん
。
今
後
、
食
道
・
胃
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
件

数
を
増
や
し
、
登
録
が
可
能
と
な
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
他
に
、
手
術
適
応
外
の
が
ん
患
者
さ
ま

の
消
化
管
閉
塞
に
対
す
る
緩
和
医
療
と
し

て
、
内
視
鏡
的
ス
テ
ン
ト
留
置
術
も
行
っ

て
お
り
ま
す
。
緩
和
医
療
は
低
侵
襲
が
基

本
で
あ
り
、
そ
の
点
で
内
視
鏡
的
ス
テ
ン

ト
留
置
術
は
非
常
に
適
し
た
方
法
で
す
。

　
現
在
、
食
道
・
十
二
指
腸
・
大
腸
の
ス

テ
ン
ト
が
使
用
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
昨

年
度
１
年
間
の
件
数
は
11
件
、
今
年
度
３

カ
月
間
で
５
件
の
ス
テ
ン
ト
留
置
術
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
消
化
管
出
血
に
対
す
る
内
視
鏡
検
査
、

止
血
術
も
従
来
通
り
積
極
的
に
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
当
院
の
特
徴
と
し
て
は
、
ダ

ブ
ル
バ
ル
ー
ン
小
腸
内
視
鏡
検
査
も
可
能

な
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

小
腸
出
血
が
疑
わ
れ
る
際
の
検
査
、
治
療

も
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
胃

切
除
後
な
ど
の
術
後
腸
管
に
対
す
る
Ｅ
Ｒ

Ｃ
Ｐ
検
査
、
治
療
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
以
上
、
当
院
に
お
け
る
消
化
器
内
科
の

診
療
内
容
を
、
内
視
鏡
的
治
療
を
中
心
に

紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
地
方
に
お
け

る
基
幹
病
院
の
役
割
と
し
て
、
標
準
的
な

治
療
を
安
心
、
安
全
に
完
遂
で
き
る
こ
と

が
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
地
域
の
諸
先
生
方
と
、
連
携

を
密
に
し
て
よ
り
よ
い
医
療
が
提
供
で
き

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
今
後
と
も
ご
高
配
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

出水総合医療センター

消化器内科

科部長　岩
いわした

下　祐
ゆ う じ

司

消化器内科の診療について
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健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

　（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　（
☎
�
２
１
４
３
）

　
出
水
、
阿
久
根
、
薩
摩
川
内
、

伊
佐
（
大
口
）
の
日
本
舞
踊
団
体

が
出
水
に
集
結
し
ま
す
。
ご
来
場

い
た
だ
き
、
優
雅
な
ひ
と
と
き
を

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
９
月
29
日
（
日
）

　
午
後
０
時
30
分
開
場

　
午
後
１
時
開
演

場
　
所
　
市
文
化
会
館

入
場
料
　
小
学
生
以
上
　
千
円

　（
全
席
自
由
席
）

★
前
売
り
券
は
金
海
堂
出
水
店
、

　
市
文
化
協
会
で
販
売
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
市
文
化
協
会
（
市
中
央
公
民
館

　
内
）（
☎
�
２
２
０
０
）

　
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
運
動
器
症
候
群
（
略
し
て
ロ
コ

モ
））
と
は
、
体
を
支
え
、
動
か
す

骨
や
筋
肉
な
ど
が
衰
え
て
く
る
状

態
の
こ
と
で
す
。
自
立
し
た
生
活

を
お
く
る
た
め
、
ロ
コ
モ
に
つ
い

て
の
健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
お
よ
び
内
容

　
９
月
18
日
（
水
）

○
午
後
１
時
30
分

　
体
操「
家
庭
で
で
き
る
肩
こ
り
・

　
腰
痛
・
膝
痛
予
防
お
よ
び
改
善

　
の
た
め
の
体
操
」

　
出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

○
午
後
３
時

　
講
演
「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

　
ロ
ー
ム
に
つ
い
て
」（
仮
）

　
阿
久
根
市
民
病
院
整
形
外
科
部
長

　
恒
吉
　
康
弘
先
生

場
　
所

　
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
料
　
無
　
料

※
運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
い
で

　
く
だ
さ
い
。
体
操
の
み
、
講
演

　
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　（
☎
�
２
４
７
７
）

※
教
育
相
談
を
受
け
る
方
は
午
後

　
２
時
30
分
終
了
予
定

申
込
受
付
期
間

　
９
月
２
日
～
同
13
日

申
し
込
み
方
法
　
所
定
の
申
込
用

　
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
出
水
養
護
学
校
体
験
学
習

　
係
（
☎
�
３
４
０
０
）

　
県
立
出
水
養
護
学
校
の
教
育
内

容
や
指
導
方
法
等
を
広
く
理
解
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
体
験
学
習
を

行
い
ま
す
。

日
　
時
　
10
月
16
日
（
水
）
午
前

　
８
時
50
分
～
午
後
０
時
10
分

　
鹿
児
島
県
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
福
井
静
の
ソ
ロ
コ

ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
　
時
　
９
月
20
日
（
金
）

　
午
後
５
時
30
分
開
場

　
午
後
６
時
30
分
開
演

場
　
所
　
市
音
楽
ホ
ー
ル

入
場
料
　
前
売
券
３
千
円

　
当
日
券
４
千
円（
全
席
自
由
席
）

販
売
所
　
リ
リ
ー
ズ
出
水
店
、
諏

訪
書
店
、T

SU
T

A
Y

A

出
水

本
町
店
ほ
か

問
い
合
わ
せ
先

　 

パ
ー
プ
ル
ス
ペ
ー
ス
出
水
店

　（
橋
元
☎
�
９
０
７
０
）

県
立
出
水
養
護
学
校

　
　
　
　
　
体
験
学
習
案
内

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　
　
　
　
　
予
防
教
室
開
催

県
民
文
化
フ
ェ
ス
タ
出
水
会
場

　
　
　
　
日
本
舞
踊
の
祭
典

日   時

会   場

入場料

　　大　　人　　  　　2,000円
　　高校生以下　 　1,000円

　※未就学児の入場・同伴はお断りします。

　市中央公民館（☎63-2106）

　★前売券は市中央公民館および

　  各販売所にて販売します。

チケット販売開始日

９月23日（月）

　　市音楽ホール

　　★全席指定席★

　問い合わせ先

平成25年度 出水市自主文化事業　清塚信也ピアノリサイタル

2013年11月24日（日）
　開場　13：30　　開演　14：00

　　■前売券販売所

 〔出水地区〕　市中央公民館・諏訪書店・金海堂・リリーズ
 〔米ノ津地区〕　安易屋衣料品店
 〔高尾野地区〕　セブンプラザエジソン館（マエダ電器）
 〔野田地区〕 　（有）南日本新聞野田販売所

ドラマ「のだめカンタービレ」、NHK大河ドラマ龍馬伝「龍馬伝紀行」での演奏、映画「さよならドビュッ
シー」での俳優デビューなど、注目度No.1のピアニストが贈るクラシックの常識を超えたエンターテイ
ンメント性に溢れるステージ！
知識とウィットに富んだ「爆笑・清塚流トーク」と共にお楽しみ下さい！

福
井
静
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
in
出
水

催
　
　
　し

催
　
　
　し
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リ
サ
イ
タ
ル
や
テ
レ
ビ
、
映
画

出
演
な
ど
で
活
躍
す
る
清
塚
信
也

さ
ん
か
ら
ピ
ア
ノ
レ
ッ
ス
ン
を
受

け
て
み
ま
せ
ん
か
？

開
催
日
時
　
11
月
23
日
（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
～
同
６
時
（
予

　
定
）

※
一
人
10
～
15
分
程
度
の
予
定

応
募
資
格

　
ピ
ア
ノ
を
学
ぶ
小
学
生
か
ら
大

　
人
（
年
齢
不
問
）
ま
で

※
経
験
年
数
は
問
い
ま
せ
ん
が
、

　
最
低
で
も
１
曲
を
と
お
し
て
弾

　
け
る
方
に
限
り
ま
す
。

募
集
人
員
　
定
員
20
人

参
加
料
　
無
料

受
講
内
容

　
一
人
１
曲
（
最
長
５
分
程
度
）

　
を
弾
い
て
も
ら
い
ま
す
。

※
レ
ッ
ス
ン
開
始
時
刻
は
、
応
募

　
内
容
を
考
慮
し
、
主
催
者
側
で

　
決
定
し
ま
す
。

※
レ
ッ
ス
ン
受
講
者
は
客
席
へ
の

　
出
入
り
は
自
由
で
す
。

応
募
方
法

　
市
中
央
公
民
館
に
備
え
付
け
の

　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

　
上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

　
９
月
１
日
～
10
月
15
日

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
書
類
選

清
塚
信
也
公
開
レ
ッ
ス
ン
　

　「
ピ
ア
ノ
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

　
　
　
　
　
参
加
者
募
集
♪

問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

　（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　（
☎
�
２
１
４
３
）

　
市
で
は
、
80
歳
で
自
分
の

歯
を
20
本
以
上
持
っ
て
い
る
、

８
０
２
０
歯
科
の
表
彰
対
象
者
の

方
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者
　
80
歳
以
上
（
10
月
31
日

　
現
在
）
で
食
べ
物
を
か
め
る
自

　
分
の
歯
を
20
本
以
上
持
っ
て
い

　
る
健
康
な
方

募
集
期
限
　
９
月
30
日
（
月
）

表
彰
時
期
　
11
月

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
増

　
進
課
健
康
増
進
係
（
保
健
セ
ン

　
タ
ー
）（
☎
�
２
１
４
３
）

　
歯
を
失
う
原
因
で
あ
る
歯
周
病

を
、
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
を
目

的
に
歯
周
病
疾
患
検
診
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

対
象
者
　
市
内
に
居
住
し
て
い
る

　
方
で
、
２
０
１
４
年
４
月
１
日
の

　
年
齢
が
41
歳
、
51
歳
、
61
歳
、

　
71
歳
の
方

検
診
料

　
８
０
０
円
（
生
活
保
護
世
帯
、

　
非
課
税
世
帯
は
無
料
）

検
診
期
間

　
９
月
30
日
（
月
）
ま
で

検
診
場
所

　
市
内
協
力
歯
科
医
院

※
受
診
票
は
対
象
者
へ
送
付
し
て

　
あ
り
ま
す
。

募

　
　
　集

募

　
　
　集

歯
周
病
疾
患
検
診
を
実
施
中

健

　
　
　康

検診会場の変更について

（子宮頸がん・乳がん・骨粗しょ

う症検診会場の一部変更）

　

　広報いずみ５月号やホームページ

でお知らせしました、10月７日および

８日実施の子宮頸がん・乳がん・骨粗

しょう症検診の会場が、江内体育館か

ら江内カントリーコアに変更（雨漏り

補修工事のため）になりました。

・会場変更（10月７日・８日）

　×江内体育館（変更前）

　○江内カントリーコア（変更後）

問い合わせ先
　健康増進課　健康増進係

　（保健センター）（☎63－2143）

特定健診（集団健診）のお知らせ

対象者：出水市国民健康保険被保険者で40歳～ 74歳の方

　国民健康保険では10月24日まで、特定健診の集団健診
を実施しています。がん検診と同時に受診できますので、
まだ受診されていない方はこの機会にぜひ受診してくだ
さい。
　対象者には、受診券をお送りしていますので、詳しい日
程等は案内をご覧ください。

○同時に受診できる検診○
胃がん検診・大腸がん検診・肺がん検診・前立腺がん検診・
腹部超音波検診・肝炎ウイルス検診は同時に受診するこ
とができます。申し込みをされていない方で受診を希望
される方は、本庁健康増進課健康増進係（保健センター）
（☎63－2143）にお問い合わせください。

　生活習慣病の予防には毎年継続して特定健診を受ける
ことが欠かせません。特定健診制度がスタートして５年
が経過しましたが、受診率はいまだに４割に満たない状
況です。生活習慣病は日本人の死因の多くを占め、その治
療にかかる医療費の割合も上位を占めています。また、医
療費の増加は皆さんが支払う保険税の増加にもつながり
ます。皆さんの健康はもちろん、家計を守るためにも、年
に１回の受診で、自分の健康状態をご確認ください。

　　　問い合わせ先
　　　　健康増進課　健康保険係（☎63－4041）

８
０
２
０
対
象
者
募
集
！

　
考
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

※
選
考
結
果
は
、
後
日
連
絡
し
ま

　
す
。

※
翌
日
開
催
の
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ

ル
の
チ
ケ
ッ
ト
を
お
持
ち
の
方

の
み
無
料
で
入
場
で
き
ま
す
。

受
付
で
チ
ケ
ッ
ト
を
確
認
し
ま

す
の
で
、
必
ず
チ
ケ
ッ
ト
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
市
中
央
公
民
館

　（
☎
�
２
１
０
６
）
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「九州新幹線・肥薩おれんじ鉄道開業10周年記念事業
出水市大産業祭」出場者等を募集！

　11 月 16 日 ( 土 )、17 日 ( 日 ) の２日間、市陸上競技場周辺等
にて「九州新幹線・肥薩おれんじ鉄道開業 10 周年記念事業出水
市大産業祭」を開催します。
　大テント内ステージで行う舞踊芸能や音楽演奏などを披露され
る団体・個人およびフリーマーケットに出品される方を募集しま
す（応募者多数の場合は抽選となります）。

応募資格　市内に居住して
　　　　　いる方
応募期限　９月 27 日（金）
問い合わせ先　
　　　　　農政課
　　　　　農政畜産係
　　　　　（☎ 82-5425）

　
ボ
ク
シ
ン
グ
の
動
き
と
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
で
有
酸
素
運
動
「
ボ
ク
サ

サ
イ
ズ
＆
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
体
験
」

講
座
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

開
催
日
　10
月
29
日
（
火
）

開
催
時
間
　午
後
８
時
～
同
10
時

講
　師
　中
村
　
真
也 

氏

　（
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

受
講
料
　無
　
料

申
込
締
め
切
り
日

　
10
月
16
日
（
水
）

開
催
場
所
　働
く
婦
人
の
家

　（
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）

対
象
者
　市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

　
務
す
る
女
性

申
し
込
み
方
法
　電
話
で
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　働
く
婦
人
の
家
（
☎
�
２
１
８
５
）

働
く
婦
人
の
家
一
日
講
座
の

　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

小
お だ

田　敏
としひろ

博　さん（61）
出水市の好きなところは？
　広々とした自然があり、水
と空気がキレイなところ。有
効な土地が利用でき、作物が
作りやすいところ。
出水市に望むことは？
　市民の声に耳を傾け、健全
な財政化を進めてほしい。
ひと言
　今後も、新しい作物作りに
励んでいきたいと思います。

土
つ ち や

屋　秀
ひ で こ

子　さん（63）
出水市の好きなところは？
　乱舞するホタル、天然アユ
に舌鼓！豊かな自然と恵み
に感謝！
出水市に望むことは？
　農家民泊、特産品館の充
実。市民総出のおもてなし。
ひと言
　異文化交流、興味を持って
楽しみたいです。

元気ですね先輩！
　
働
く
婦
人
の
家
定
期
講
座
（
後

期
講
座
）
の
受
講
生
を
募
集
し
ま

す
。

開
講
期
間
　全
講
座
10
月
か
ら
開

　
講
し
ま
す

※
「
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
の
冬

　
コ
ー
ス
は
12
月
か
ら
開
講
し
ま

　
す
。

開
講
場
所
　働
く
婦
人
の
家

　（
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）

対
象
者 

　市
内
に
居
住
ま
た
は

　
勤
務
す
る
女
性

募
集
定
員
　各
講
座
20
人

　（
簡
単
料
理
と
リ
ン
パ
マ
ッ
サ

　
ー
ジ
講
座
は
各
16
人
）

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
締
め

　
切
り
日
の
翌
日
、
公
開
で
抽
選

　
を
行
い
ま
す
。

受
講
料
　材
料
費

　（
講
座
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

申
込
締
め
切
り
日

　９
月
25
日
（
水
）

※
「
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
の
冬

　
コ
ー
ス
は
、
11
月
か
ら
募
集
を

　
開
始
し
、
申
込
締
め
切
り
日
は

　
11
月
27
日
（
水
）
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
働
く
婦
人
の
家

　（
☎
�
２
１
８
５
）　
　

働
く
婦
人
の
家
定
期
講
座

講座名 内　容
定員

（人）
曜日 開催時間 開講回数 講　師

リフレッシュ

ヨガ

日々の疲れをヨガでリフレッシュ！

初心者向けのコースです。
20 火

午前 10 時　　

～正午
10 花田 美代子　氏

ズンバ（ZUMBA）
ラテン系音楽で様々なステップを踊る

簡単にできる健康維持・増進運動です。
20 金

午後８時　　　

～同 10 時
10 奥薗　芳恵　氏

リンパ

マッサージ

リンパ液の流れを促すマッサージ法を

学んで、美容と健康に役立てましょう。

秋コース 16
火

午前 10 時

～正午

5
松本　順子　氏

冬コース 16 5

季節を楽しむ

簡単料理

簡単で美味しいクッキング。毎日の献

立のアイデアに役立ちます。
16 第 2・4 木

午前 10 時

～正午
10 山下　ひとみ　氏

ハンドメイドの

　小物作り

温かみ溢れる手作り小物で毎日のくら

しに楽しみをプラスしてみませんか。
20

第 1・3 金

※

午後 1時 30 分

～同 3時 30 分
10 市来　昌子　氏

　　※　10 月は第 3金のみ、1月は第 3・5金、3月は第 1金のみ。
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ワードでつくる年賀状講座

 ワードを利用した年賀状作成を学び、

オリジナル年賀状を出してみませんか。

文字入力のできる方が対象です。

◆対　象　18歳以上（高校生不可）

◆定　員　24人

◆開催日　10月15・22・29日（火曜日）

◆開催時刻　午後７時～同９時

◆開催場所　中央公民館

◆受講料　パソコン使用料

◆申込締め切り　９月24日（火曜日）

学んで広げる郷土史

　講義と史料によるわかりやすい歴史講

座。講師との質疑応答形式で学びます。

◆対　象　18歳以上（高校生不可）

◆定　員　20人

◆開催日　10月22・29日（火曜日）

　　　　　11月5・12・19・26日（火曜日）

◆開催時刻　午後７時～同９時

◆開催場所　中央公民館

◆受講料　資料代500円（全６回分）

◆申込締め切り　９月24日（火曜日）

カメラの使い方・撮影につい
ての講座（中級コース）

　カメラの機能・撮影の仕方をより高度

に学ぶ講座です。

◆対　象　18歳以上（高校生不可）

◆定　員　15人（先着）

◆開催日　10月１・４・８・11・15・18日

　　　　　（火・金曜日）

◆開催時刻　午後７時～同９時

◆開催場所　高尾野公民館二階研修室

◆受講料　テキスト代（必要があるとき）

◆募集期間　９月２日（月曜日）

　　　　　　　～９月24日（火曜日）

クレインコーラス（合唱講座）

　発声練習など合唱の基礎から馴染みの

二部合唱、三部合唱を楽しみます。

◆対　象　18歳以上（高校生不可）

◆定　員　40人

◆開催日　９月25日（水曜日）

　　　　　10月２・９・23・30日（水曜日）

　　　　　11月６・20・27日（水曜日）

　　　　　12月４日（水曜日）

　　　　　12月８日（日曜日）

　　　　　（出水音楽祭参加）

◆開催時刻　午後７時～同９時

◆開催場所　荘中学校音楽室

◆受講料　無料

◆申込締め切り　９月13日（金曜日）

はじめてのパソコン講座②

電源の入れ方など、初歩からのパソコ

ンの使い方を学ぶ、初心者向け講座です。

◆対　象　18歳以上（高校生不可）

◆定　員　24人

◆開催日　10月23・30日（水曜日）

　　　　　11月６・20・27日（水曜日）

◆開催時刻　午後１時30分～同３時30分

◆開催場所　中央公民館

◆受講料　パソコン使用料およびテキス

　　　　　ト代

◆申込締め切り　９月24日（火曜日）

パソコンエクセル講座②

　エクセル中級（表計算やグラフの作成）

へレベルアップした勉強がしたい方のた

めの講座です。簡単な図の挿入のできる

方が対象です。

◆対　象　18歳以上（高校生不可）

◆定　員　24人

◆開催日　10月23・30日（水曜日）

　　　　　11月６・20・27日（水曜日）

◆開催時刻　午後７時～同９時

◆開催場所　中央公民館　

◆受講料　パソコン使用料およびテキスト

　　　　　代

◆申込締め切り　９月24日（火曜日）

平成 25 年度出水市中央公民館・高尾野公民館後期講座、学校開放市民講座のご案内

申込方法　電話、ＦＡＸでお申し込みください。ＦＡＸで申し込まれた場合は折り返し確認します。３日以内に届かない時はご連絡ください。

受講要件　市内に居住または通勤している方で１８歳以上の方（高校生不可）

開講式　各講座開催日の初日に行います。※各講座、原則として定員の半数以上の受講希望者がある場合に開講します。

※１人で２講座以上申し込みができますが、パソコン講座を複数申し込むことはできません。

※【カメラの使い方・撮影についての講座（中級コース）】以外の講座は募集定員を超えた場合、出水市民であり、かつ、初めて受講される方

　を優先し、抽選を行います。

※【カメラの使い方・撮影についての講座（中級コース）】は、先着順とします。

申込・問い合わせ先　市中央公民館内 指定管理者 ㈱トシヒロ　（☎63-2106　FAX 64-1105）

　　　　　　　　　　高尾野公民館内 指定管理者 ㈲辻産業　（☎82-5451　FAX 82-4885）

　　　　　　　　　　（【カメラの使い方・撮影についての講座（中級コース）】についてのみ高尾野公民館）

　
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

啓
発
グ
ッ
ズ
と
し
て
訪
問
販
売
お

断
り
シ
ー
ル
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
鹿
児
島
県
作
成
の
シ
ー
ル
も
一

緒
に
、
本
庁
市
民
相
談
室
ま
た
は

市
民
生
活
課
生
活
環
境
係
窓
口
に

置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ

れ
る
方
は
ご
自
由
に
お
使
い
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
右
側
シ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
約
９
㌢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
約
11
㌢

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
左
側
シ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
約
12
㌢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
約
７
㌢

お 

知 

ら 

せ

お 

知 

ら 

せ

・横長シール　縦約 4.5㌢
　　　　　　　横約 16㌢

・
縦
長
シ
ー
ル

縦
約
16
㌢

横
約
４
・５
㌢

ご
活
用
く
だ
さ
い

　
訪
問
販
売
お
断
り
シ
ー
ル
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商
店
や
事
業
所
等
で
取
引
ま
た

は
証
明
の
た
め
に
使
用
し
て
い
る

「
は
か
り
」
は
、
２
年
に
１
回
定

期
検
査
を
行
う
こ
と
が
法
律
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
検
査
の
年
に
当
た

り
ま
す
の
で
、
関
係
事
業
所
等
の

方
は
も
れ
な
く
受
検
し
て
く
だ
さ

い
。
検
査
に
は
、
手
数
料
、
印
鑑

が
必
要
で
す
。

※
「
は
か
り
」
の
検
査
日
程

　
～
危
険
を
知
る
こ
と
が
、

　
身
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
～

　
行
動
範
囲
が
ぐ
っ
と
広
が
る
小

学
生
の
時
期
は
、
大
人
の
目
の
届

か
な
い
と
こ
ろ
で
事
故
や
事
件
に

巻
き
込
ま
れ
る
場
合
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　
大
切
な
の
は
、

子
ど
も
自
身
が
何

が
危
険
な
も
の
な

の
か
を
知
っ
て
お

く
こ
と
と
、
危
険

を
回
避
す
る
方
法

を
身
に
つ
け
て
お

く
こ
と
で
す
。

　 

「 

家
の
前
の
道

は
日
中
は
車
が
多

い
か
ら
子
ど
も
だ

け
で
歩
く
の
は
危

険
。
ち
ょ
っ
と
遠

回
り
に
な
る
け
れ

ど
、
車
の
少
な
い

安
全
な
道
を
通
っ

て
遊
び
に
行
こ
う

ね
。」
と
い
う
よ
う

に
、
子
ど
も
が
わ

か
る
よ
う
に
、
何

度
も
伝
え
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
こ
う
し
た
や
り

と
り
の
中
で
、
子

ど
も
は
危
険
な
も
の
を
知
り
、
ど

う
回
避
す
る
か
を
学
ん
で
い
き
ま

す
。

　
ま
た
、
思
い
が
け
な
い
危
険
も

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
見
知
ら
ぬ

人
か
ら
イ
ヤ
な
こ
と
を
さ
れ
そ
う

に
な
っ
た
と
き
に
は
、
ど
う
す
れ

ば
よ
い
の
か
を
教
え
る
こ
と
が
大

切
で
す
。（
文
部
科
学
省
発
行
　

　
家
庭
教
育
手
帳
よ
り
）

問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
課
（
☎
�
２
２
０
０
）

　
貴
重
な
資
料
等
を
虫
や
カ
ビ
か

ら
守
り
、
末
長
く
保
存
し
、
展
示

し
て
い
く
た
め
に
ク
レ
イ
ン
パ
ー

ク
い
ず
み
館
内
の
消
毒
・
く
ん
蒸

を
実
施
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
９
月
10
日
（
火
）

か
ら
同
13
日
（
金
）
ま
で
臨
時
休

館
し
ま
す
。

※
な
お
、
９
月
９
日
（
月
）
は
、

　
通
常
の
休
館
日
で
す
。

通
常
の
休
館
日
　

　
４
月
～
10
月
　
毎
週
月
曜
日
　

　（
祝
日
の
時
は
翌
日
）

　
11
月
～
３
月
　
無
休

問
い
合
わ
せ
先

　
ツ
ル
博
物
館
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク

　
い
ず
み
（
☎
�
８
９
１
５
）

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

　
　
臨
時
休
館
に
つ
い
て

　
　
子
育
て
広
場
⑫

「
は
か
り
」
の
定
期
検
査
を

実
施
し
ま
す

実施日 時　　間 場　　　所

９月 30 日 （月 ) 11 ： 00 ～ 11 ： 30 江内カントリーコア

９月 30 日 （月 ) 13 ： 00 ～ 17 ： 00 高尾野農村環境改善センター

10 月１日 （火 )  ９ ： 30 ～ 14 ： 00 出水市役所野田支所

10 月２日 （水 ) 11 ： 00 ～ 11 ： 30 大川内農業者ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ

10 月２日 （水 ) 13 ： 00 ～ 16 ： 30 鹿島公民館

10 月３日 （木 ) ９ ： 00 ～ 16 ： 30 米ノ津公会堂

10 月４日 （金 ) ９ ： 00 ～ 14 ： 00 米ノ津公会堂

10 月７日 ( 月 ) 11 ： 00 ～ 16 ： 30 出水公会堂

10 月８日 ( 火 ) ９ ： 00 ～ 15 ： 00 出水公会堂

問
い
合
わ
せ
先
　
商
工
労
政
課

　
商
工
労
政
係
（
☎
�
４
８
０
０
）

　
労
働
力
調
査
は
、
国
の
失
業
率

や
雇
用
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

重
要
な
統
計
調
査
で
、
総
務
省
統

計
局
が
都
道
府
県
を
通
じ
て
毎
月

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
は
、
無
作
為
に
選
ば
れ

た
世
帯
の
15
歳
以
上
の
方
で
す
。

統
計
調
査
員
が
伺
っ
た
際
は
、
調

査
へ
の
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
課
（
☎
�
４
０
３
３
）

　
観
光
か
ご
し
ま
大
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
推
進
協
議
会
で
は
謎
解
き
宝
探

し
ゲ
ー
ム
「
か
ご
し
ま
宝
探
し
大

冒
険
の
旅
２
〝
お
お
す
み
〟
に
隠

さ
れ
た
『
４
つ
の
謎
』
を
解
き
明

労
働
力
調
査
に

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

か
せ
！
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ゲ
ー
ム
を
ク
リ
ア
し
た
方
に
は
抽

選
で
賞
金
や
豪
華
賞
品
が
当
た
り

ま
す
。

ゲ
ー
ム
内
容

　「
宝
の
地
図
」
を
入
手
し
、
大

　
隅
地
域
の
観
光
地
等
に
設
置
さ

　
れ
た
宝
箱
を
探
し
て
、
宝
箱
内

　
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
最
寄
り
の
発

　
見
報
告
所
に
報
告
し
ま
す
。

「
宝
の
地
図
」
入
手
方
法

　
県
内
の
観
光
案
内
所
や
大
隅
地

　
域
の
道
の
駅
・
物
産
館
ま
た
は

　
県
観
光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入

　
手
で
き
ま
す
。

実
施
期
間

　
９
月
30
日
（
月
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

観
光
か
ご
し
ま
大
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
推
進
協
議
会（
県
庁
観
光
課
）

（
☎
０
９
９

−

２
８
６

−

３
０

０
８
）http://w

w
w

.kagoshim
a-

kankou.com
/

〝
お
お
す
み
〟
ト
レ
ジ
ャ
ー

　
　
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
実
施
中

新鮮！安い！おいしい！

名護新鮮おさかな市！

日　時　９月 14 日（土） 

　　　　午前 11 時

場　所　名護漁港
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児
童
手
当
制
度
は
、

義
務
教
育
で
あ
る
中
学

校
を
卒
業
す
る
ま
で
の

子
ど
も
を
養
育
し
て
い

る
世
帯
に
生
活
支
援
の

た
め
の
手
当
を
支
給
す

る
こ
と
に
よ
り
、
次
世

代
の
社
会
を
担
う
健
や

か
な
育
ち
を
社
会
全
体

で
応
援
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。

支
給
対
象

　中
学
校
３
年
生
ま
で

の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

手
当
の
月
額

○
３
歳
未
満
　
１
万
５
千
円

○
３
歳
か
ら
小
学
校
修
了
前
ま
で

・
第
１
子
お
よ
び
第
２
子

　
１
万
円

・
第
３
子
以
降
　
１
万
５
千
円

○
中
学
生
　
１
万
円

○
所
得
制
限
世
帯
　
一
律
５
千
円

手
当
の
支
給
月

　
６
月
、
10
月
、
２
月
に
、
そ
れ

ぞ
れ
前
月
ま
で
の
４
カ
月
分
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

認
定
請
求

　
　
出
生
、
転
入
等
に
よ
り
新
た

　
に
受
給
資
格
が
生
じ
た
場
合
、

　
児
童
手
当
を
受
給
す
る
に
は
、

　
市
区
町
村
窓
口
（
公
務
員
の
方

　
は
勤
務
先
）
に
「
児
童
手
当
認

　
定
請
求
書
」
の
提
出
が
必
要
で

　
す
。
認
定
請
求
を
し
た
日
の
属

　
す
る
月
の
翌
月
か
ら
支
給
し
、

　
事
由
の
消
滅
し
た
日
の
属
す
る

　
月
分
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
　
な
お
、
転
入
ま
た
は
災
害
な

　
ど
や
む
を
得
な
い
理
由
が
や
ん

　
だ
後
15
日
以
内
に
認
定
請
求
す

　
れ
ば
、
転
入
等
の
日
の
属
す
る

　
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま

　
す
。

手
当
の
支
払
い

　
２
月
～
５
月
分
　
６
月
10
日

　
６
月
～
９
月
分
　
10
月
10
日

　
10
月
～
１
月
分
　
２
月
10
日

※
支
給
月
の
10
日
が
土
曜
、
日
曜

　
ま
た
は
祝
日
の
場
合
は
、
そ
の

　
前
の
平
日
に
繰
り
上
げ
て
支
払

　
わ
れ
ま
す
。

現
況
届
に
つ
い
て

　
　
現
況
届
は
、
手
当
を
受
け
て

　
い
る
人
が
毎
年
６
月
分
以
降
の

　
手
当
に
つ
い
て
引
き
続
き
受
給

　
資
格
が
あ
る
こ
と
を
、
６
月
に

　
市
へ
届
け
出
る
も
の
で
す
。
こ

　
の
現
況
届
を
出
さ
な
い
と
手
当

　
が
一
時
的
に
差
し
止
め
ら
れ
ま

　
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　（
☎
�
４
０
４
７
）

　
児
童
手
当
に
つ
い
て

　
10
月
１
日
を
基
準
日
に
、
５
年

に
一
度
の
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
住
宅
や
土
地
に

関
す
る
最
も
基
本
的
な
調
査
で
、

市
内
で
は
約
２
３
０
０
世
帯
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
県

知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が
９
月

下
旬
か
ら
調
査
票
を
持
っ
て
お
伺

い
し
ま
す
の
で
、
調
査
票
へ
の
ご

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
内
容
を
統
計
の
作

成
以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心

し
て
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

　
住
ま
い
か
ら

　
　
描
く
日
本
の

　
　
　
未
来
地
図

問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
課
（
☎
�
４
０
３
３
）

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を

　
　
　
　
　
　
実
施
し
ま
す

　
地
域
の
活
性
化
と
肥
薩
お
れ
ん

じ
鉄
道
の
利
用
促
進
を
目
的
に
、

野
田
郷
駅
前
広
場
コ
ン
サ
ー
ト
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
地
元
で
活
躍
す
る
バ
ン
ド
、

コ
ー
ラ
ス
、
和
太
鼓
な
ど
変
化
に

富
ん
だ
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。
秋
の
夜
長
、
星
空
の
も
と
、

夜
空
に
響
く
音
色
を
ゆ
っ
く
り
ご

観
賞
く
だ
さ
い
。

日
　時
　
９
月
15
日
（
日
）　

　
午
後
５
時
30
分
～
同
９
時

場
　所
　
野
田
郷
駅
前
広
場

※
雨
天
時
は
野
田
農
村
環
境
改
善

　
セ
ン
タ
ー

野
田
郷
駅
前
広
場
コ
ン
サ
ー
ト

問
い
合
わ
せ
先

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
野
田

　
郷
事
務
局
（
☎
０
９
０

−

５
９

　
３
３

−

０
０
３
７
）

　「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス

テ
ム
（
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
）」
で
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、

国
税
に
関
す
る
各
種
手
続
き
が
で

き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
出
水
税
務
署
（
☎
�
０
２
０
０
）

国
税
の
申
告
・
納
税
は

　
　
　
　
　
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
で

森
もりさき
﨑　洋

ようこ
子　さん（47）

出水市の好きなところは？
　新幹線が停車し、利便性が
良くなったところ

出水市に望むことは？
　早期に企業誘致を行い、働
く場をつくってほしい。

ひと言
　障害者対応の住宅を増や
してほしい。

神
かみ
　孝
こうすけ
輔　さん（39）

出水市の好きなところは？
　交通の利便性も良くなり、
活力ある市になりつつあるところ
出水市に望むことは？
　県内外の観光客の方々に
対して、今まで以上の積極的
なＰＲ活動。
ひと言
　出水市には多くのイベント
などがありますので、皆で盛
り上がっていきましょう！ !

集まれ応援団！
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～
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
　

　
　
　
　
元
気
に
！
～

　近
年
、
う
つ
病
患
者
は
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
自
殺
者
の
多
く
が
う

つ
病
を
患
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
深
刻

な
社
会
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。
う
つ

病
は
、
こ
こ
ろ
の
病
気
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
最
近
脳
神
経
の
中
に 

“
セ
ロ
ト
ニ
ン
”
と
い
う
伝
達
物
質

が
あ
り
、
こ
の
セ
ロ
ト
ニ
ン
が
少
な

い
状
態
が
う
つ
病
だ
と
言
わ
れ
、
脳

の
病
気
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　セ
ロ
ト
ニ
ン
は
ど
ん
な
働
き
を
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
？ 

①
朝
目
覚
め
て
“
さ
あ
や
ろ
う
！
”

と
い
う
気
持
ち
の
状
態
に
す
る
。

②
朝
目
覚
め
て
か
ら
、
か
ら
だ
を
動

か
す
た
め
に
心
臓
・
呼
吸
の
働
き

を
強
く
す
る
。

③
ま
ぶ
た
や
口
の
開
け
閉
め
、
首
・

背
筋
の
筋
肉
を
伸
ば
す
働
き
が
あ

る
の
で
、
表
情
や
姿
勢
が
良
く
な

り
元
気
に
見
え
る
。

　な
ど
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
元
気
を

つ
か
さ
ど
る
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

　う
つ
病
や
う
つ
的
な
症
状
を
予
防

す
る
た
め
に
、
日
頃
か
ら
セ
ロ
ト
ニ

ン
を
、
活
性
化
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
次
の
ポ
イ
ン
ト
に
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

①
光
の
刺
激
は
脳
神
経
を
活
性
化
し

ま
す
。
一
日
30
分
以
上
は
日
の
光
を

浴
び
ま
し
ょ
う
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と

合
わ
せ
る
と
よ
り
効
果
的
で
す
。

②
声
を
出
す
・
笑
う
・
歌
う
な
ど
、

息
を
“
吐
く
”
こ
と
で
脳
神
経
を

活
性
化
し
ま
す
。
し
っ
か
り
吐
く

こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

③“
噛
む
”
こ
と
は
脳
を
刺
激
し
ま

す
。
し
っ
か
り
噛
ん
で
食
べ
る
習

慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

④
人
と
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
や
動
物
と

の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
は
、
脳
神
経
を

活
性
化
し
ま
す
。
触
れ
合
う
こ
と

を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　日
常
の
何
気
な
い
こ
と
が
、
脳
の

活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
少

し
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？

　

　
９
月
10
日
は
『
世
界
自
殺
予
防
デ

ー
』
９
月
10
日
か
ら
16
日
は
自
殺
予

防
週
間
で
す
。
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を

元
気
に
す
る
生
活
に
心
が
け
、
自
殺

の
引
き
金
と
な
る
う
つ

病
や
う
つ
的
な
症
状
の

予
防
に
取
り
組
み
ま
し

ょ
う
！ 

　
身
近
な
農
道
や
農
業
用
排
水
路
を
、

　
　
　
　
　
　
自
分
た
ち
の
手
で
整
備
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
市
で
は
、
農
業
生
産
、
農
業
生
活
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
、
土
地
改
良
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
に
同
事
業
の
実
施
を
希
望
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
、
９
月
30
日
（
月
）
ま
で
に
、
高
尾
野
支
所

農
林
水
産
整
備
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
補
助
金
交
付
要
綱
に
よ
り
、
事
業
規
模
や
受
益
面
積
等
の

採
択
基
準
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
受
益
者
負
担
も
伴
い
ま
す
の
で
地
区
関
係
者
合
意
の
上
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
し
込
ま
れ
て
も
採
択
基
準
等
に
よ
り
、
採
択
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

事業名 土地改良事業補助金交付 農業用施設整備事業原材料支給

助成内容 補助対象経費の60 ～ 75％の補助金交付 生コン、砂利、側溝製品等の原材料
現物支給（限度額20万円）

申込期限 ９月30日（月） 随時

対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　象

土
地
改
良
事
業
及
び
農
業
用
施
設

１　１地区当たり事業費の最高額を200万円、最
低額を30万円とする。

２　地区の農地面積がおおむね0.5ヘクタール以
上５ヘクタール以内および受益戸数３戸以
上で、農業経営の振興に著しい効果があり、
かつ、緊急を要する地区とする。

３　事業の実施基準は、下記の条件を満たすこ
と。

①　農道整備事業
延長は、おおむね30メートル以上300メート
ル以内とし、有効幅員は２メートル以上５
メートル以内とする。農道舗装は、舗装厚３
センチメートル以上とする。
②　橋りょう事業
永久橋とし、幅員は２メートル以上５メート
ル以内とする。
③　暗きょ排水事業
原則として完全暗きょとする。
ただし、支線（吸水きょ）は、簡易暗きょで差
し支えない。
④　かんがい排水事業
機械用水については、固定施設に限る。
⑤　客土事業
客土量は、10アール当たり、10立法メート
ル以上とする。
⑥　営農飲雑用水施設整備事業
水道事業の設置等に関する条例第２条の給
水区域外を対象とする。既設の水源地改修整
備を原則とし、受益戸数はおおむね５戸以上
とする。

１　農業生産に必要な公有財産ま
たは土地改良区の道路、水路
であって、現に農業用として
利用されていること。

２　下記の条件を満たす農業用施
設であること。

①　受益農地面積が0.2ヘクター
ル以上の農業用施設であるこ
と。
②　受益者の総意をもって整備
の要望がなされること。

申請者 土地改良区理事長、農地管理組合長等の代表者または自治会長が行うものとする。

その他
申請書の詳細については、記入要領を添付いたしますので、参照ください。また、交付基
準等により助成できない場合がありますので、詳しくは、下記窓口へお問い合わせくだ
さい。

※問い合わせ先　高尾野支所　農林水産整備課　基盤整備係（☎ 82 － 5429）
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年
金
は
受
給
要
件
を
満
た
し
た

方
が
支
給
開
始
年
齢
に
到
達
し
た

と
き
に
自
動
的
に
支
払
い
が
始
ま

る
わ
け
で
は
な
く
、
年
金
を
受
け

る
た
め
の
請
求
手
続
き
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

年
金
を
受
給
す
る
権
利
が
発
生

す
る
方
に
対
し
て
は
、
支
給
開
始

年
齢
に
到
達
す
る
３
カ
月
前
に

「
年
金
請
求
書
」
が
日
本
年
金
機

構
よ
り
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
年
金
請
求
書
の
提
出
は
、
受
給

開
始
年
齢
到
達
以
降
に
可
能
と
な

り
ま
す
。
例
え
ば
60
歳
か
ら
年
金

の
受
給
が
可
能
な
方
は
60
歳
の
誕

生
日
の
前
日
か
ら
書
類
の
提
出
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

戸
籍
や
住
民
票
な
ど
の
添
付
書

類
も
受
給
権
発
生
日
以
降
に
交
付

さ
れ
た
も
の
で
、
か
つ
、
提
出
日

に
お
い
て
６
カ
月
以
内
に
交
付
さ

れ
た
も
の
が
有
効
と
な
り
ま
す
。

年
金
請
求
書
の
提
出
先
に
つ
い

て
は
、
被
保
険
者
期
間
が
第
１
号

被
保
険
者
の
み
の
方
は
市
役
所
住

民
年
金
係
に
提
出
で
き
ま
す
が
、

厚
生
年
金
保
険
（
旧
船
員
保
険
含

む
）
や
第
３
号
被
保
険
者
期
間
が

あ
る
方
は
川
内
年
金
事
務
所
へ
の

提
出
、
ま
た
は
月
１
回
開
設
さ
れ

る
出
水
地
区
年
金
相
談
所
で
の
提

出
と
な
り
ま
す
。

※
請
求
時
に
必
要
な
主
な
書
類

○
す
べ
て
の
方
が
必
要
な
も
の

・
年
金
請
求
書

・
住
民
票
コ
ー
ド

・
本
人
名
義
の
通
帳
、
認
印

○
本
人
ま
た
は
配
偶
者
の
ど
ち
ら

　
か
に
厚
生
年
金
加
入
期
間
が
20

　
年
以
上
あ
る
方

・
戸
籍
謄
本
、
住
民
票
謄
本

・
厚
年
加
入
期
間
が
20
年
な
い
方

　
の
所
得
証
明
書
、
源
泉
徴
収
票
等

○
そ
の
他
必
要
な
書
類

・
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
（
雇
用

　
保
険
に
加
入
し
た
こ
と
が
あ
る

　
方
）

・
年
金
加
入
期
間
確
認
通
知
書（
共

　
済
組
合
に
加
入
し
た
こ
と
が
あ

　
る
方
）

・
年
金
手
帳
（
基
礎
年
金
番
号
以

　
外
の
番
号
を
お
持
ち
の
方
）

右
記
以
外
に
も
必
要
な
書
類
が
あ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
窓
口
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
を

　
受
給
し
て
い
る
方
が
65
歳
に

　
な
っ
た
と
き

　
60
歳
代
前
半
の
特
別
支
給
の
老

齢
厚
生
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が

65
歳
に
な
る
と
き
は
、
65
歳
の
誕

生
月（
１
日
生
ま
れ
の
方
は
前
月
）

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
ハ
ガ
キ
状

の
「
年
金
請
求
書
」
が
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、必
要
事
項
を
記
入
し
、

必
ず
郵
送
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

届
出
が
遅
れ
る
と
年
金
の
支
払
い

が
止
ま
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
老
齢
年
金
の
請
求
に
つ
い
て

開 催 日　10 月 17 日（木）
開催時間
　午前９時 40 分～正午
　午後１時～同３時 40 分
開催場所
　本庁　３階大会議室
内　　容
　国民年金・厚生年金の手続き等
相 談 員　川内年金事務所職員
予約受付期間
　９月20日（金）～10月10日（木）
　（土日祝日を除く

午前８時 30 分～午後５時）
予約申込先
　本庁市民生活課住民年金係
　☎ 63 － 2111 （内線 147・148）
※９月 19 日開催の年金相談につ
いては広報いずみ８月号をご覧く
ださい。

出水地区年金相談所を開設
（完全予約制）

【
事
例
】

　
電
話
会
社
の
代
理
店
を
名
乗
る
業
者

か
ら
自
宅
に
電
話
が
あ
り
「
今
後
は
今

の
固
定
電
話
は
使
え
な
く
な
り
、
こ
れ

か
ら
は
光
回
線
に
移
行
す
る
。
光
回
線

の
ほ
う
が
速
い
し
、
料
金
も
安
く
な
る
」

な
ど
と
い
わ
れ
光
回
線
契
約
を
申
し
込

ん
で
し
ま
っ
た
。
よ
く
考
え
る
と
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
う
予
定
も
な
い
の
で
、

契
約
す
る
必
要
は
な
く
解
約
し
た
い
。

（
契
約
者
：
70
代
女
性
）

【
対
処
法
等
】

　
光
回
線
は
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル

を
使
っ
た
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
（
高
速
大

容
量
通
信
）
回
線
の
こ
と
で
、
近
年
急

速
に
普
及
し
て
い
ま
す
。

　
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
は
ガ
ラ
ス

や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
細
い
繊
維
で
で
き

た
光
を
通
す
通
信
ケ
ー
ブ
ル
で
、
高
速
・

高
品
質
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
や
Ｉ

Ｐ
電
話
、
テ
レ
ビ
番
組
と
い
っ
た
映
像

配
信
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
通
信
会
社
や
代
理
店
に
よ
る

顧
客
獲
得
競
争
は
激
化
し
て
き
て
お
り
、

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
条
件
な
ど
に
関
す
る

十
分
な
説
明
が
な
く
、
メ
リ
ッ
ト
だ
け

が
強
調
さ
れ
、
消
費
者
が
内
容
を
十
分

理
解
で
き
な
い
ま
ま
契
約
を
結
ん
で
し

ま
う
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。
　

　
料
金
が
安
く
な
る
か
ど
う
か
は
各
家

庭
の
パ
ソ
コ
ン
や
電
話
の
契
約
形
態
・

使
用
状
況
な
ど
で
異
な
り
ま
す
。
業
者

の
言
葉
を
う
の
み
に
せ
ず
、
情
報
を
集

め
て
比
較
検
討
し
た
上
で
契
約
し
ま

し
ょ
う
。

　
な
お
、
通
信
会
社
で
は
工
事
前
で
あ

れ
ば
自
主
基
準
に
よ
り
無
償
で
解
約
に

応
じ
て
い
ま
す
。

　
事
例
の
相
談
者
に
対
し
て
は
、
通
信

契
約
は
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
の

適
用
除
外
で
あ
り
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が

適
用
さ
れ
な
い
こ
と
を
説
明
。
工
事
前

だ
っ
た
た
め
通
信
会
社
の
連
絡
先
を
紹

介
し
ま
し
た
。
後
で
通
信
会
社
に
解
約

に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
た
上
で
、
代
理

店
に
契
約
解
除
通
知
を
出
し
、
解
約
で

き
た
と
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

　
光
回
線
の
勧
誘
に
つ
い
て
は
、
他
に

も
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
お
困
り
の
際
は
、
出
水
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
☎

�
６
２
０
３
）

光
回
線
の
ト
ラ
ブ
ル

【消費生活相談員の相談日時と場所】
○月・火・木・金曜日
午前８時30分〜午後５時
（正午から午後１時までを除く）
本庁市民生活課内　（☎63−6203）
○水曜日
午前９時30分〜正午
本庁および野田支所市民福祉課内
（☎63−2111　内線741）
○水曜日
午後１時〜同４時
本庁および高尾野支所市民福祉課内
（☎63−2111　内線453）
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　７月 27 日（土）、市武道館で「第８回出水地区ちびっ
こ少年相撲大会」が開
催されました。
　この大会は、県相撲
連盟出水支部の主催で
毎年行われています
が、青少年の健全育成
の立場から、今回、出

水市防犯協会も大会を後援することになり、特別賞と
して渋谷俊彦会長名で賞状と楯を提供しました。

出水市防犯協会長賞
◎特別賞は、相撲道精神にのっとり勝ち負けを超えて
他の模範となるような礼節ある力士、チームに贈られ
ました。

［個人賞］（賞状と楯）
☆笠作バンくん（川床小２年）

☆窪田純大くん（米ノ津小３年）

☆濵田琢登くん（高尾野小５年）

［団体賞］（賞状）
★米ノ津小学校Ｄチーム
★田尻小学校
※おめでとうございます。
これからもがんばってください。

　警察では、次のような相談に応じています。
○犯罪被害等の未然防止に関する相談
○市民の安全と平穏に関する相談

［相談窓口］（安心ダイヤル）
●県警察総合相談電話　#9110 099－254－9110
●出水警察署安全相談係 0996－62－0110

◎専門相談窓口（平日にご利用下さい。）
　☆悪質商法に関する事 099－258－7940
　☆性犯罪被害に関する事 099－206－7867
　☆少年の悩み事やいじめ、非行に関する事
 099－252－7867
　☆暴力団・薬物・けん銃に関する事
 099－255－0110

声高らかに宣言

熱戦を繰り広げるちびっこ力士

個人賞の３人（左は竹下警察
署長、右は溝口教育長） 

女
性
も
活
躍

出水市防犯協会 63 － 1500問い合わせ先

発生件数 死　者 負 傷 者

2 0 1 3 年
７ 月 中

29 件
（＋３）

０人
（±０）

38 人
（＋７）

2 0 1 3 年
累 計

180 件
（＋ 21）

４人
（＋３）

226 人
（＋９）

※　（　 ）内の数字は前年同期比

交通事故発生状況
出水警察署管内

９月 11 日は

「警察相談の日」

「防犯の誓い」「ちびっこ少年相撲大会」
出水場所

　米ノ津中学校の生徒会
が、安全・安心な地域づ
くりと犯罪防止に貢献し
ようと、生徒一人一人の
意識を高めるために「防
犯の誓い」を立て、７月
19 日（金）の終業式の
日に声高らかに「誓いの
ことば」を宣言しました。

　当日は、全校生徒、教職員の見守る中、竹下国英警
察署長の前で、生徒代表の田中政宗生徒会長が万引き
防止、自転車盗難防止活動を積極的に実践することを
誓いました。
※生徒の皆さんの今後の活躍を楽しみにしています。

竹下署長の前で「誓いのことば」
を読み上げる田中生徒会長
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　今年も、「地域子ども会読書の集い」が始まりました。この事業は、地
域の自治公民館に出かけて行き、読書ボランティアの皆さんと「読み聞か
せ会」を実施する事業です。読み聞かせを通して読書の楽しさを体感して
いただけるようにと、読書ボランティアの方が様々な手法で読書の楽しさ
を伝えてくれます。
「地域子ども会読書の集い」と称していますが、いろいろな年齢の方に
ご利用いただきたいと考えています。
　希望される場合には、市立図書館から移動図書館車も参ります。

太田自治会・西町自治会
　６月15日午前 10時から太田自治会で、「地域子ども会読書の集い」が開催されました。お話ボラン
ティアグループ「紙ふうせん」の方の協力を得て、あいにくの雨でしたが多くの親子の方に参加してい

ただきました。この自治会は、お父さん方の参加が多く、子どもたち
とのやり取りがお母さん方とはまた一味違っていて、とても新鮮に感
じられたひとときでした。
　また、最初は恥ずかしそうに、読書ボランティアの方と距離を置い
ていた子どもたちも会が進むにつれ、打ち解けて思わず近づいていく
さまは、「楽しさをからだ全体で表現している」ことが感じられ、と
ても微笑ましい光景でした。

　最後は、「はらぺこあおむし」の絵本にちなんで、希望者にアゲハチョウのさなぎのプレゼントがあ
りました。あのさなぎはきっと、立派なチョウになってはばたいたことと思います。
　また、同日午後１時からは、西町自治会で「地域子ども会読書の集い」が開催されました。読書ボラ
ンティア「そらいろのたね」の皆さんと指遊び、手作りの紙芝居、絵
本の読み聞かせなどで楽しみました。男の子の参加が多かったせいか、
「ダンゴ虫」の話などとても興味を示していました。
　読書推進課では、子どもたちの笑顔と好奇心を十分に引き出せる・・・
そんな読書活動をこれからも目指していきたいと思っています。
　子どもたちが、「出水市は、読書活動日本一のまちだ！！」と胸を張っ
てくれることを信じて。

地域子ども会読書の集い開催中！！

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊がんばってます！情報
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≪幼児・小学生≫

●「おにいちゃんといもうと｣ シャーロット・ゾロトウ　文
●「どうぶつこうむてん　こうじちゅう」 シャロン・レンタ　作 ･ 絵
●「ウリオ」 室井　滋　作
●「らくごで笑学校」 斉藤　洋　作
●「しあわせなワニくん　あべこべの１日」 神沢　利子　作
●「ハナちゃんのトマト」 市川　里美　作
●「おしろがあぶない」 筒井　敬介　作
●「もしかして　ぼくは」 内田　麟太郎　作
●「ひとりひとりのやさしさ」 ジャクリーン・ウッドソン　文
●「おばけのゆかいなふなたび」 ジャック・デュケノワ　作・絵

　　　・・・・・等
≪中学生・高校生≫

●「３人のパパとぼくたちの夏」 井上　林子　著
●「明日になったら」 あさの　あつこ　著
●「１００％ガールズ ２nd season」 吉野　万理子　著

・・・・・等
≪一般≫

●「再会」 諸田　玲子　著
●「千両かんばん」 山本　一力　著
●「たぶんねこ｣ 畠中　恵　著
●「祭りの日」 北原　亞以子　著
●「こんなわたしで、ごめんなさい」 平　安寿子　著
●「三階に止まる」 石持　浅海　著
●「増山超能力師事務所｣ 誉田　哲也　著
●「終わりと始まり」 池澤　夏樹　著
●「わたしをみつけて」 中脇　初枝　著
●「奇跡－ミラクル－」 長田　弘　著
●「月神」 葉室　麟　著
●「風に立つライオン」 さだ　まさし　著
●「リターン｣ 五十嵐　貴久　著
●「総理の夫」 原田　マハ　著
●「ファミレス」 重松　清　著

・・・・・等

図書館名
（電話番号） 開 館 時 間 ９月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
　午前９時～午後８時
土曜・日曜・祝日
　午前９時～午後６時

17日
高尾野図書館

（☎ 82 ｰ 5452）
　午前９時～午後６時 20日野田図書館

（☎ 84 ｰ 3100）

９月　移動図書館運行表
ステーション名 運行時間

運行日

9月

第１・３

火曜日

西之口団地自治公民館 10：00～10：20 ３日鹿島自治公民館 15：10～15：40

第２・４

火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20

10日
24日

平和団地集会室 10：30～10：50
鹿島住宅広場 14：20～14：40
茶円堀団地広場 14：45～15：05
ラ・フォンテいずみ 15：15～15：35

第１・３

水曜日

江内北部コミュニティーセンター 9：40～10：00

４日
18日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30
尾野島浜自治公民館 10：45～11：05
江内配本所（カントリーコア） 14：05～14：25
ウッドタウン自治公民館 14：40～15：00

第２・４

水曜日

元町自治公民館 9：50～10：10 11日
25日今釜西自治公民館 10：20～10：40

第１・３

木曜日

鶴亀タウン 9：40～10：00 ５日
19日米ノ津駅前広場 10：10～10：30

福ノ江自治公民館 10：45～11：05

第２・４

木曜日

受口自治公民館 10：40～11：00
12日
26日

屋地自治公民館 14：10～14：30
熊野神社前 14：40～15：00
菅原神社（荘上・荘下） 15：15～15：35

第１・３

金曜日

栗毛野自治公民館 9：40～10：00 ６日
20日江川野自治公民館 10：10～10：30

内野々下自治公民館 10：45～11：05
第２・４

金曜日

鶴水園 14：10～14：40 13日
27日加紫久利住宅広場 14：55～15：15

９月のおはなし会・親子読書会

中央図書館

おはなしのへや
（毎週水曜日）

４、11、18、25日
午後４時　

だっこＤＥえほん 28日（土）午前10時

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

２、９、30日
午後４時　

親子読書教室 
「すくすく」

10日（火）、24日（火）
午前10時30分　

夜のおなはし会 21日（土）午後７時　

野田図書館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

５、12、19、26日
午後４時　

だっこＤＥえほん ５日（木）午前10時30分

夜のおなはし会 23日（月）午後７時

『世界の美しい鳥』
上田　恵介　監修

パイインターナショナル

　世界中の鳥たちの持つ美し
い色合わせに心奪われる一冊
です。
　キューバ島のキューバコビ
トドリの色彩。ユーラシアの
ハクセキレイの円らな瞳。
　姿に、色に、羽毛の質感、
ひとページごとに自然のおお
きさを知るような気持ちにな
りました。

『ノラネコぐんだん
パンこうじょう』
工藤　ノリコ　著

白泉社

　つきよのばん、ワンワン
ちゃんのパンこうじょうにし
のびこんだノラネコぐんだ
ん。
　ひるまのぞいたパンづくり
をまねて、ふくらしこいっぱ
いのパンきじをやきがまにい
れて・・・・、
ドッカーン！！きいろのノラ
ネコぐんだん、いったいどう
なるのでしょうか？
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街
を
き
れ
い
に

ふ
る
さ
と
出
水
ク
リ
ー
ン
作
戦

　７月14日、市民総出で環境美化推進を図る、毎年
恒例のふるさと出水クリーン作戦が行われ、午前５
時30分の花火を合図に市内各地の作業場所に集合
し、午前６時30分から一斉に清掃作業を実施しまし
た。
　今回で33回目となり、207団体、総勢3,468人が海
岸や道路沿い等のごみを拾い、可燃ごみ2.18㌧、不
燃ごみ1.04㌧が回収されました。

コ
ス
モ
ス
の
植
栽上場

高
原

　７月15日、コスモスの名所として知られる上場高
原でコスモス苗の植栽が行われ、ボランティアで集
まった市民約500人が25万本の苗を植え付けました。
　参加者は、自分で植えたコスモス苗が秋には満開
となる光景を想像しながら、植え付け作業に汗を流
していました。
　今年のコスモスの見ごろは10月上旬の予定です。

　南九州西回り自動車道建設促進期成会（渋谷俊彦
会長）の役員会が7月12日、本市で開催されました。 
　役員会には、本自動車道沿線の市町長、議会議長
など約50名が出席。
　渋谷会長が、「産業振興と経済交流の活性化を図
る上で、極めて重要な南九州西回り自動車道の全線
開通を、沿線自治体一致結束し早期に実現させよう」
とあいさつしました。

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道

　
　
の
早
期
全
線
開
通
を

出
水
の
自
然
を
満
喫

青
年
の
家

　７月22日から23日、福岡から子どもたち約30人が、
出水の自然を体験しに本市を訪れました。
　これは、市観光協会の協力のもと、福岡の旅行会
社が企画しているもの。
　子どもたちは、川遊びや、ネイチャーゲームなど
で自然にふれあい、夜はバーベキューをして楽しむ
など、出水の豊かな自然を満喫していました。

異
文
化
交
流
会
が
発
足

出
水
異
文
化
交
流
の
会

　７月20日、外国の文化、芸術等の異文化との交流
を通じ、相互の理解と友好を図り、地域の活性化に
つなげようと、出水異文化交流会立ち上げ会が高尾
野公民館で行われました。
　外国語指導助手のケラー・モーガンさんの講演も
あり、日本語の曖昧な言葉や表現に苦労したこと、
コミュニケーションの大切さなど話されていました。

た
く
さ
ん
釣
れ
た
よ
！

蕨
島
小
海
釣
り
体
験
学
習

　７月26日、蕨島小学校（全児童14人）では，地域の
漁業を知るため、船頭さんたちの協力をいただき、
20年以上続いている伝統行事の「海釣り体験学習」を
行いました。
　子どもたちはキビナゴや鶏肉を餌にアラカブやタ
コなどを釣っていました。
　校区外の特認生や１年生は釣り初体験の子も多
く、 釣り上げるたびに歓声が上がっていました。



ミ
サ
イ
ル
艇
が
入
港米ノ

津
港

　７月26日、米ノ津港に海上自衛隊佐世保基地に所
属するミサイル艇「おおたか」、「しらたか」の２隻が
入港し、「おおたか」が27日と28日に一般公開されま
した。
　また、南極の氷の展示や「しらたか」の砲の操法も
行われ、子ども連れなど多くの市民が見学に訪れて
いました。

の
こ
っ
た
！
の
こ
っ
た
！

ち
び
っ
こ
少
年
相
撲
大
会

　７月27日、県相撲連盟出水支部の主催による第８
回出水地区ちびっこ少年相撲大会が市武道館で開催
され、地区内の小学生約140人が出場し、団体・個
人戦で争われました。
　会場では、白熱した取組が繰り広げられ、応援に
駆け付けた祖父母や両親等から大きな歓声が上がっ
ていました。

　
７
月
13
日
か
ら
始
ま
り
53
チ
ー
ム
70
自
治
会
が
熱
戦
を
繰

り
広
げ
た
自
治
会
対
抗
野
球
大
会
は
、
同
27
日
決
勝
戦
が
あ

り
、
上
水
流
自
治
会
が
広
瀬
・
朝
日
町
自
治
会
に
３
対
２
で

勝
利
し
、
２
年
ぶ
り
２
回
目
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
は
、
第
60
回
の
節
目
の
大
会
と
い
う
こ
と
で

優
勝
旗
を
新
調
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
結
果
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
　
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
水
流
自
治
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
優
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
瀬
・
朝
日
町
自
治
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
　
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
幡（
出
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
平
・
松
ヶ
野
自
治
会

上
水
流
チ
ー
ム
が
優
勝（
自
治
会
対
抗
野
球
大
会
）
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広瀬・朝日町

上 水 流

太田原住宅

上 山 﨑

八幡（出水）

上

水

流

優
勝

第６０回自治会対抗野球大会トーナメント表

屋地・旭・上餅
井 ・ 下 餅 井

野平・松ヶ野

平 松 西

　
７
月
28
日
、
市

　
文
化
会
館
で

市
民
の
交
通
事

故
防
止
の
た
め

交
通
安
全
三
世

代
フ
ェ
ス
タ
が

開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
出
水
商
工
会

議
所
や
交
通
安

全
協
会
等
の
関

係
団
体
で
組
織

す
る
実
行
委
員

会
が
主
催
。

　
会
場
で
は
、
交
通
事
故
遺
族
の
手
記
朗
読
や
、
自
転
車
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
体
験
、
交
通
教
室
等
が
あ
り
、
多
く
の
市
民
が

参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　豊かな自然環境の中で、少人数の温かいふれあい
などを通じて、楽しく学び、豊かな心を育てる小規
模校入学特別認可制度に関心のある児童、保護者を
対象とした「サマーイベントINおおかわうち」が７
月28日に大川内小学校でありました。
　他の小学校に通う児童、幼稚園児の計８人とその
保護者が参加し、在校生や近隣自治会の皆さんに歓
迎されながら、一緒にカヌーなどを体験しました。

交
通
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

交
通
安
全
三
世
代
フ
ェ
ス
タ

一
緒
に
学
ぼ
う
よ

大
川
内
小
学
校



　８月14日、市多目的グラウンドで市内小学校区Ｏ
Ｂ対抗ソフトボール大会がありました。
　盆で帰省している市内出身者も含め、同競技を通
して地域間での親睦や連帯感を深めることを目的に
出水市ソフトボール愛好会が主催し、今年で４回目。
　６小学校のＯＢ約100人が参加し、熱戦が繰り広
げられました。　優勝：西出水小学校

　８月11日、高尾野川をきれいにする会による、～
高尾野川と遊ぼう～ウナギ取り・調理・試食体験（小
学生体験学習）が開催されました。
　ウナギについての学習会の後、４班に分かれ、し
かけてあったウナギ取り用のかごを、一つ一つ確認
していました。カゴの中身を確認する時は、ウナギ
が現れるたびに大きな歓声があがっていました。
　また、川遊びや調理体験・試食なども行われました。

ウ
ナ
ギ
と
れ
る
か
な

高
尾
野
川
を
き
れ
い
に
す
る
会

元
気
し
と
っ
た
け

小
学
校
区
Ｏ
Ｂ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　市内で建設業を営む門田孝一さんは、西出水小学
校の校庭の一部に雨が降った後、多くの水たまりが
できていたため、学校生活に支障が出ないようにと
ボランティアで校庭の整地をされました。
　また、長年に渡り西出水小学校のほか同附属紫翠
幼稚園の教育環境の整備に多大な貢献をされている
ことから、それらの功績に対し、西出水小学校で感
謝状を贈呈しました。

　８月５日、市内の小中学生や高校生の代表等が集
まり、命の大切さや生きる喜びを考える、いずみ宝
子「命」のサミットが開催され、ボランティアグルー
プによる読み聞かせや児童生徒の代表６人によるパ
ネルディスカッション等が行われました。
　また、自身の経験を綴った「五体不満足」がベスト
セラーになった乙武洋匡さんの講演もあり、参加者
は熱心に聞き入っていました。

　新幹線を利用して、お盆や夏休みをふるさとで過
ごす帰省客や観光客に対して、ひとときの癒しを感
じてもらおうと出水市もてなしの心育成協議会（宗
像義政会長）のメンバーが８月10日、ＪＲ出水駅で
冷茶を振る舞いました。また、鹿児島市在住の本藏
理恵さんの琴による涼の演出で、帰省客らはしばし
けん騒を忘れ、音色に聞き入っていました。

　８月６日と７日、クレインパークいずみで子ども
たちに科学実験を体験してもらい、そのおもしろさ
や不思議さにふれることで、科学への興味を持って
もらおうとおもしろ実験教室が開催されました。
　夏休み期間中ということもあり、多くの子どもた
ちが参加し、ペットボトルの中に噴水を作る実験や
不思議なシャボン玉作りなど６種類の実験の中から
自由に選んで体験していました。

命
の
尊
さ
を
考
え
る

い
ず
み
宝
子「
命
」の
サ
ミ
ッ
ト

お
茶
一
服
の
お
も
て
な
し

も
て
な
し
の
心
育
成
協
議
会

感
謝
状
を
贈
呈西

出
水
小
学
校

楽
し
い
実
験
体
験

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み



　
８
月
４
日
、
大
阪
市
の
京
セ
ラ
ド
ー
ム
で
関
西
鹿
児
島
県

人
会
総
連
合
会
の
主
催
に
よ
る
第
９
回
関
西
か
ご
し
ま
フ
ァ

ン
デ
ー
が
開
催
さ
れ
、
出
水
市
か
ら
も
出
水
市
特
産
品
協
会
・

出
水
市
観
光
協
会
等
の
関
係
者
12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
京
セ
ラ
ド
ー
ム
内
に
は
、
３
０
０
を
超
え
る
観
光
・
特
産

品
の
特
設
ブ
ー
ス
や
芸
能
ス
テ
ー
ジ
等
が
設
置
さ
れ
、
県
内

各
市
町
村
の
特
産
品
が
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
当
日

は
鹿
児
島
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
な
ど
３
万
人
を
超
え
る
多
く

の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　　
出
水
市
の
特
産
品
ブ
ー
ス
も
、
た
く

さ
ん
の
買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
い
、
午
前

10
時
の
イ
ベ
ン
ト
開
始
後
、
す
ぐ
に
売

り
切
れ
る
商
品
も
あ
る
な
ど
午
後
５
時

の
終
了
ま
で
に
ほ
ぼ
完
売
と
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
関
西
い
ず
み
会
の
会
員
約
30

人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
特
産
品
販
売
や

観
光
案
内
に
協
力
さ
れ
る
な
ど
、
ふ
る

さ
と
の
つ
な
が
り
を
あ
ら
た
め
て
実
感

し
ま
し
た
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
様

方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
関
西
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

第
９
回
関
西
か
ご
し
ま
フ
ァ
ン
デ
ー

　
８
月
６
日
～
同
９
日
の
３
泊
４

日
の
日
程
で
大
韓
民
国
順
天
市
を

訪
問
し
て
い
た
順
天
市
派
遣
団
21

人（
中
・
高
校
生
17
人
・
引
率
４
人
）

が
、
８
月
12
日
市
長
へ
帰
国
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

　
昨
年
11
月
に
ツ
ル
が
取
り
持
つ

縁
で
順
天
市
と
姉
妹
都
市
盟
約
を

結
び
、
両
市
の
交
流
事
業
の
一
環

と
し
て
青
少
年
の
交
流
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
今
回
、
初
め
て
本

市
か
ら
順
天
市
に
派
遣
さ
れ
ま
し

た
。
派
遣
団
は
、
国
際
庭
園
博
覧

会
の
見
学
や
、
昨
年
本
市
を
訪
問

し
た
ワ
ン
ウ
ン
中
学
校
と
の
交

流
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
体
験

し
て
き
ま
し
た
。

順ス
ン
チ
ョ
ン天
市
派
遣
団
帰
国
報
告

青
少
年
交
流
事
業

　
派
遣
団
を
代
表
し
て
鹿
児
島
城

西
高
校
１
年
の
吉
野
純す

み
れ礼
さ
ん
か

ら「
親
元
を
離
れ
初
め
て
の
海
外

で
み
ん
な
緊
張
し
て
い
ま
し
た

が
、
順
天
市
の
方
の
温
か
い
出
迎

え
や
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
経

験
し
て
、
言
葉
が
通
じ
ず
英
語
で

話
し
た
り
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
国
は
違
っ
て
も
同
じ
人

間
と
し
て
わ
か
り
あ
え
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。」と
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
市
で
は
、
国
際
感
覚
豊
か
な
青

少
年
の
育
成
に
寄
与
し
、
両
市
の

市
勢
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
、
今

後
も
青
少
年
の
交
流
事
業
を
続
け

て
い
く
予
定
で
す
。



 

　
７
月
27
・
28
日
の
夏
祭
り
い
ず
み
鶴
翔
祭
を
皮
切

り
に
、
た
か
お
の
夏
祭
り
（
８
月
３
日
）、
野
田
郷
夏
祭
り
（
８
月
17
日
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
法
被
や
浴
衣
、お
そ
ろ
い
の
衣
装
で
の
総
踊
り
や
、

数
々
の
露
店
、
ス
テ
ー
ジ
、
夜
空
を
彩
る
花
火
。

　
夏
と
い
え
ば
、
や
っ
ぱ
り
お
祭
り
で
す
。

夏
と
い
え
ば
、
お
祭
り
!!
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　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は21,200部で市内のほぼ全世帯に配布
されますので、同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用
ください‼現在募集中の広告につきましては、2014年４月以降
の掲載予定となりますので、ご了承ください。
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　（新
生
児
）（
保
護
者
）〈
敬
称
略
〉

森

園

栞か

ん

な羽
（
翔
吾
・
淳
子
）

西
牟
田

　結ゆ

あ愛
（
章
・
智
美
）

福

田

莉り

こ子
（
智
行
・
直
子
）

酒

匂

美び

び姫
（
さ
ゆ
り
）

柚
木
﨑

　景け

い

と透
（
卓
海
・
朱
美
）

井
手
上

　佳よ

し

か樺
（
辰
也
・
恵
美
子
）

外

　
樹い

つ

き季
（
秀
樹
・
智
子
）

山

下

紗さ

き季
（
邦
隆
・
敦
子
）

久

永

心こ

は

る陽
（
誠
・
遼
香
）

土

持

陽ひ

な

た詩
（
貴
寛
・
麻
美
）

山

津

麻あ

さ

ひ陽
（
洋
明
・
幸
枝
）

湯

田

敦あ

つ

と士
（
稔
幸
・
早
苗
）

岩

元

良よ
し
あ
き明
（
慎
太
郎
・
智
鶴
）

市

前

月る

な姫
（
友
朗
・
伶
）

坊

木

咲さ

や弥
（
聡
・
智
美
）

宗

像

恵け

い

た太
（
完
治
・
亜
紀
）

前

田

哲て

つ

と人
（
兵
衛
・
と
も
み
）

下

田

結ゆ

の乃
（
雄
大
・
陽
子
）

市

來

舞ま

い

よ瑶
（
誠
・
愛
麗
）

兒

島

　虎こ
た
ろ
う

太
郎
（
栄
治
・
奈
々
）

坂

上

怜れ

い生
（
幸
広
・
愛
）

沖

洲

　功こ
う
し
ろ
う

史
朗
（
弘
樹
・
愛
香
）

篠

原

理り

な那
（
寛
享
・
友
子
）

森

園

湊そ
う
し
ん心
（
耕
明
・
ま
ゆ
子
）

大

田

愛あ

い

ね音
（
貴
之
・
志
保
）

宮

野

優ゆ

な渚
（
和
彦
・
成
瑠
美
）

松

﨑

徹て
つ
し
ん真
（
昇
悟
・
沙
耶
香
）

大

﨑

ま

い
（
収
）

原

田

夏か

ほ帆
（
賢
一
・
直
子
）

古

城

尚ひ
さ
の
り徳
（
久
照
・
聡
美
）

土

屋

瑛え
い
し
ん新
（
康
弘
・
智
子
）

杉

田

真ま

な菜
（
知
哉
・
香
菜
）

佐
々
木

　琉り
ゅ
う
の
す
け

之
介
（
勝
貴
・
智
美
）

岩

屋

百も

も

か香
（
秀
輝
・
里
美
）

榎

本

莉り

お

ん音
（
竜
次
・
美
生
）

西

島

凰お

う

た太
（
吉
輝
・
和
美
）

濱

田

恵け

い

と諒
（
光
生
・
満
菜
美
）

中

熊

春は

る

ひ陽
（
崇
・
み
ど
り
）

前

田

愛あ

い

こ心
（
智
行
・
奈
緒
美
）

野

﨑

海か

い

り光
（
淳
弘
・
さ
や
か
）

平

野

煌こ

う

し士
（
寛
久
・
千
尋
）

島

　
七な

な

こ
菜
子
（
哲
成
・
陽
子
）

藤

井

　百ゆ

り

か
合
香
（
英
一
・
福
子
）

脇

田

　
怜れ
い

（
浩
輝
・
梢
）

永
田
平

　
葵あ
お
い

（
繁
行
・
幸
）

山

﨑

百ゆ

な夏
（
裕
介
・
直
子
）

南

田

怜れ

い

な奈
（
輝
・
智
恵
）

松

下

涼す

ず

は羽
（
憲
司
・
明
美
）

淵

上

夏な

つ

ほ帆
（
学
・
恵
美
）

横

内

　
湊そ
う

（
優
・
真
理
）

　（7
月
2
日
～
8
月
1
日
届
出
分
）

　（死
亡
者
）（
年
齢
）（
住
所
）〈
敬
称
略
〉

新

穗

陽

史
88
平
松
上

田
多
園

　輝

　雄
58
田
多
園

田

中

利

弘
66
泉
が
丘
団
地

蔵

　満

　シ
メ
ノ
84

段

瀧

川

俊

子
98
表
郷
西

大

礒

正

已
87
柴

引

中

　谷

　キ
ク
ヱ
93
江
川
野

玉

井

則

仁
62
野
添
（
出
水
）

橘

木

キ

ミ
90
東

町

青

﨑

矩

明
88
本

城

福

嶋

敏

子
83
元
町（
出
水
）

上

畠

利

勝
88
平
松
西

川

　上

　サ
サ
ノ
87
千
間
山

塚

元

　
昇
76
千
間
山

秋

　野

　シ
ヅ
子
90
尾
野
島
浜

岡

﨑

幸

弘
83
水
之
頭

中

　川

　ツ
タ
エ
88
江
川
野

堂

　脇

　キ
ク
ノ
96
下

中

坂

　元

　チ
ヅ
ル
93
上
水
流

楠

元

喜

代
91
太

田

迫

口

正

則
79
西
大
野
原
（
出
水
）

田

渕

常

義
87
鹿

島

一
丁
田

　
　
　巧
77
今
釜
西

橋

　口

　イ
ツ
ヱ
88
大

和

石

川

久

德
81
仲
町（
野
田
）

髙

橋

久

子
86
清

水

紙

　添

　マ
サ
子
78
米
ノ
津
東

南

　
　
　ミ
チ
子
96
上
の
原
（
高
尾
野
）

松

下

　
覺
86
浜
新
田

川

畑

　
勉
80
柴

引

板

谷

俊

男
55
石
坂
（
高
尾
野
）

竹

沢

キ

ヨ
84
上

場

鍋

田

サ

チ
85
八
幡（
出
水
）

室

崎

數

雄
90
萩
の
尾

中

平

千

秋
85
平
渡
瀬

前

田

文

孝
74
向

江

川

　﨑

　キ
ヨ
子
90
中
塩
屋

桑

木

弘

之
82
上
村
東

岩

川

俊

夫
78
沖

田

窪

　下

　シ
ノ
ブ
91
花
立
東

谷

　村

　フ
ヂ
エ
89
東
大
野
原
（
出
水
）

吉

本

藤

治
84
表
郷
西

石

澤

正

人
87
下
古
市

山
之
内

　弘

　美
72
横

尾

大
川
内

　チ
ヅ
子
82
愛
宕
下

神

　
和

代
60
西

町

新

畑

廣

志
66
早

馬

森

本

正

宏
65
蕨

島

住

吉

　
岬
82
平
松
東

坂

　脇

　エ
イ
子
87
朝

熊

波
戸
内

　菊

　江
70
浜
新
田

仲

眞

幸

一
73
上
の
原
（
高
尾
野
）

橋

　口

　マ
ツ
ヱ
98
上

屋

黑

木

文

子
91
新
蔵
上

鬼

　塚

　つ
る
み
52
春
日
町

上

　野

　千
鶴
子
90

原

藤

　井

　ハ
ナ
江
85
上
屋
団
地

若

松

辰

雄
90
中

郡

山
之
内

　フ
ミ
子
97
横

尾

　（7
月
2
日
～
8
月
1
日
届
出
分
）

香
典
返
し
寄
付

　

 〈
敬
称
略
〉

東

　
安

弘
（
鹿
児
島
市
）

新

穂

博

志
（
平
松
上
）

蔵

満

作

雄
（

段

）

外
戸
口

　秋

　子
（
西

通
）

田

前

一

徳
（
六
月
田
下
）

大

礒

和

江
（
柴

引
）

瀧

川

憲

洋
（
表
郷
西
）

中

谷

國

三
（
江
川
野
）

橘

木

賢

一
（
東

町
）

秋

野

義

廣
（
尾
野
島
浜
）

塚

元

敬

子
（
千
間
山
）

川

上

　
清
（
千
間
山
）

玉

井

洋

子
（
野
添
（
出
水
））

福

　嶋

　仁
三
朗
（
元
町
（
出
水
））

岡

﨑

絹

枝
（
水
之
頭
）

中

川

満

男
（
江
川
野
）

堂

　脇

　ト
ミ
子
（
下

中
）

紙

添

秀

夫
（
米
ノ
津
東
）

坂

元

力

生
（
上
水
流
）

一
丁
田

　礼

　子
（
今
釜
西
）

橋

口

葊

志
（
大

和
）

田

　渕

　ツ
ル
ヱ
（
鹿

島
）

南

　
常

智
（
上
の
原（
高
尾
野
））

髙

橋

秀

幸
（
清

水
）

迫

　口

　カ
ズ
子
（
西
大
野
原（
出
水
））

松

下

エ

ミ
（
浜
新
田
）

上

畠

一

夫
（
平
松
西
）

竹

　沢

　寿
賀
子
（
上

場
）

鍋

田

重

幸
（
薩
摩
川
内
市
）

田

實

慎

一
（
下

中
）

前

　田

　み
ち
よ
（
向

江
）

桑

木

京

子
（
上
村
東
）

吉

﨑

安

正
（
中
塩
屋
）

吉

本

昭

典
（
表
郷
西
）

窪

下

勝

志
（
花
立
東
）

石

　澤

　恵
美
子
（
下
古
市
）

山
之
内

　千
恵
子
（
横

尾
）

中

平

弘

秋
（
平
渡
瀬
）

岩

　川

　ツ
ル
ノ
（
沖

田
）

大
川
内

　伸

　一
（
愛
宕
下
）

住

吉

逸

男
（
平
松
東
）

坂

脇

道

夫
（
朝

熊
）

新

畑

公

子
（
早

馬
）

川

　畑

　ヒ
デ
子
（
柴

引
）

神

　
敏

隆
（
西

町
）

森

本

久

章
（
蕨

島
）

波
戸
内

　浩

　幸
（
熊
本
県
）

鬼

塚

浩

行

上

野

智

治
（
諏
訪
馬
場
）

山
之
内

　千
恵
子
（
横

尾
）

黒

木

正

春
（
新
蔵
上
）

永

利

弘

幸
（
上

屋
）

一
般
寄
附

薩
摩
山
野
草
会�

会
長
山
下
昇
三

＝
以
上
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
＝

お
誕
生
、
ご
め
い
福
、
ご
寄
付
欄
へ

の
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
届

け
出
の
際
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
く

か
、
本
庁
政
策
調
整
室
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
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当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時〜午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時〜正午）

9　　　　　月
日 医　療　機　関　名

１日（日）

［当］おかだクリニック 内・消化・放射線科 春日町 ☎63−7011

［当］せき耳鼻咽喉科クリニック 耳鼻咽喉科 東大野原 ☎64−1187

［当］門松医院 内・外科 阿久根市 ☎64−6100

［当］長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88−6405

［児］キッズクリニック 小児科 向江 ☎63−7707

８日（日）

［当］林泌尿器科クリニック 泌尿器・内科 早馬 ☎64−8800

［当］さくら通りクリニック 脳神外・脳神内科 千本付 ☎62−2311

［当］有村産婦人科・内科 産・婦人・内科 阿久根市 ☎73−4180

［当］平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88−2595

［児］出水総合医療センター 早馬 ☎67−1611

15日（日）

［当］友愛クリニック 内・消化器科 太鼓橋 ☎64−2101

［当］わかすぎ皮フ科クリニック 皮膚科 表郷東 ☎64−1313

［当］北国医院 外・小児・整外科 阿久根市 ☎72−0016

［当］飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88−5040

［児］出水総合医療センター 早馬 ☎67−1611

16日（月）

［当］福元医院 内・循環器科 新町 ☎67−3200

［当］荘記念病院 精神内科 西水流 ☎82−3113

［当］阿久根眼科 眼科 阿久根市 ☎72−0040

［当］鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86−0054

22日（日）

［当］整形外科ばばぐちクリニック 整外科 六月田中 ☎64−8260

［当・児］こどもクリニック永松 小児科 鹿島 ☎64−1500
［当］林胃腸科外科 内・外科 阿久根市 ☎73−3639
［当］長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88−6405

23日（月）

［当］出水病院 精神・内科 諏訪馬場 ☎62−0419
［当］しもぞのクリニック 内・胃腸科 石坂（出水） ☎63−8300
［当］植村整形外科 整外科 阿久根市 ☎72−1041
［当］脇本病院 精神・内科 阿久根市 ☎75−2121
［当］平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88−2595

29日（日）

［当］出水眼科 眼科 春日町 ☎62−8350
［当］境田医院 産婦・内・外科 天神（出水） ☎67−2600
［当］山田クリニック 内・外科 阿久根市 ☎72−0420
［当］飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88−5040
［児］二宮医院 小児科 栄町 ☎62−0167
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水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田地域

工事事業者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降

9月1日 ヤマサキ電機産業 ☎67−3405

携帯電話
（090−7397−7898）

第 一 産 業 ☎63−0708

携帯電話
（090−7154−7490）

９月２日〜８日 たかさご水道 ☎67−4400 ア タ ッ ク ス ☎82−0044

９月９日〜15日 日之出建設工業 ☎63−3388 釜 崎 水 道 ☎82−0249

９月16日〜22日 職 建 ☎62−1409 松 一 ☎65−6520

９月23日〜29日 あかつき電化 ☎62−0650 桑野水道設備 ☎82−4385

９月30日〜10月６日 三 和 住 設 ☎62−5114 中 畠 組 ☎82−0437

○防災の日に伴う消防団非常招集訓練のためのサイレン吹鳴（１日午前６時各消防団詰所周辺）

１日（日）▶地区別市民体育大会（出水・西出水・東出水・米ノ津地区）（各会場）

23日（月）▶防災講演会（午後３時・市音楽ホール）

９月の主な行事

9月1日

上野歯科医院 歯科 ☎63−2306 西　町

メープル薬局 ☎62−9292 東大野原

9月8日

しお歯科医院 歯科 ☎67−5844 米ノ津駅通り

マリン薬局米ノ津店 ☎67−5002 早　馬

さくらんぼ薬局 ☎68−7000 千本付

9月15日

久木田歯科医院 歯科 ☎73−0470 阿久根市

めぐみ薬局 ☎82−5551 太鼓橋

いずみ調剤薬局 ☎68−5822 表郷東

9月16日

中島歯科医院 歯科 ☎82−0020 町（高尾野）

ハート薬局 ☎79−3877 新　町

しもずる薬局 ☎64−2211 西水流

9月22日

こじま歯科医院 歯科 ☎63−4618 表郷西

フタヤ薬局 ☎67−5253 六月田中

かしま薬局 ☎63−3970 鹿　島

9月23日

太田歯科クリニック 歯科 ☎84−4700 仲町（野田）

ＤＭＬ五万石薬局 ☎63−8800 野添（出水）

9月29日

塩山歯科医院 歯科 ☎62−2634 中町（出水）

クレモア薬局 ☎63−5401 春日町

エンジェル薬局 ☎65−7637 天　神

※歯科医院診療時間　午前９時〜正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。



「
夏
の
講
座
」

　
７
月
は
自
然
に
親
し
む
講
座
を
３
つ

開
催
し
ま
し
た
。

『
田
ん
ぼ
の
生
き
物
調
べ
』

　
田
ん
ぼ
で
生
き
物
採
集
を
し
、
サ
ナ

ギ
に
な
る
前
の
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
の
仲
間
の

幼
虫
や
ヤ
ゴ
を
見
つ
け
ま
し
た
。

『
環
境
省
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
会
い
に
行
こ
う
』

　
国
立
公
園
の
自
然
と
管
理
に
つ
い
て

学
習
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
供
た
ち

は
登
山
道
の
石
積
み
を
動
か
し
て
、
レ

ン
ジ
ャ
ー
の
登
山
道
整
備
を
手
伝
い
ま

し
た
。

『
お
も
し
ろ
植
物
教
室
』

　
野
鳥
の
森
を
散
策
し
な
が
ら
、
植
物

を
使
っ
た
遊
び
を
体
験
し
ま
し
た
。
植

物
を
顕
微
鏡
で
見
る
と
、
葉
や
茎
の
小

さ
な
毛
や
導
管
が
は
っ
き
り
と
観
察
で

き
ま
し
た
。
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「おもしろ植物教室」 「環境省レンジャーに会いに行こう」 「田んぼの生き物調べ」

みなさん　はじめまして！
私は　Melissa　Masson（メ
リッサ・マッソン）24歳です。
趣味はグラフィック・デザイン
とボード・ゲームで、時々テレ

ビゲームもやります。また、日本のバラエティー番
組とドラマも大好きです。
　高校生の時、ロータリークラブの交換留学生とし
て栃木県へ留学したことで、日本が好きになり、も
う一つの母国だと思うようになりました。栃木の高
校にもアメリカ人のALTがいて、その時から将来
はALTになって、子どもたちに英語を教えたいと
いう夢が生まれました。帰国してからは、同じプロ
グラムで日本からカナダに留学している生徒たちに
英語を教えたり、アドバイスをしたりしていました。
　子どもたちの世界を広げるために、英語を教えた
いと思っています。皆さんは英語ができる。足りな
いのは自信だけ。だから、一緒に楽しく英語への自
信をつけていきましょう！

【
写
真
③
】
ツ
ル
保
護
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
鹿
児
島
県
ツ
ル

保
護
会
に
対
し
て
寄
付
を
さ
れ
た
、
法
福
豊
子
さ
ん
（
朝
日
町
自
治
会
）。

【
写
真
④
】
第
７
回
糸
東
流
世
界
空
手
道
選
手
権
大
会
「
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー

プ
ン
」
に
出
場
す
る
下
薗
尚
平
さ
ん
、
下
薗
莉
子
さ
ん
、
下
薗
康
生
さ
ん
。

【
写
真
⑤
】
本
市
出
身
の
歌
手
、
前
田
瑠
美
さ
ん
、
作
詞
・
作
曲
家
の
都

丸
悠
さ
ん
が
、
九
州
ツ
ア
ー
を
前
に
市
役
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

【
写
真
①
】
中
学
校
総
合
体
育
大
会
等

県
大
会
で
、優
勝
ま
た
は
上
位
入
賞
し
、

九
州
・
全
国
大
会
に
出
場
す
る
、
出
水

中
学
校
テ
ニ
ス
部
・
陸
上
部
、
米
ノ
津

中
学
校
水
泳
部
・
体
操
部
、
野
田
中
学

校
柔
道
部
・
陸
上
部
の
皆
さ
ん
。
　

【
写
真
②
】
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同

時
交
流
事
業
で
ド
イ
ツ
に
派
遣
さ
れ

る
、
吉
田
修
さ
ん
、
内
田
実
来
さ
ん
、

武
宮
桃
香
さ
ん
が
、
出
発
前
に
市
役
所

を
訪
問
し
ま
し
た
。


